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２２０１３．９ 広報なかの

　「
救
急
入
電
中
！
救
急
入
電
中

！
」
１
１
９
番
通
報
を
受
け
、
消

防
署
内
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る

と
、
そ
れ
ま
で
和
や
か
な
雰
囲
気

だ
っ
た
署
内
が
一
気
に
緊
張
に
包

ま
れ
る
。
救
急
隊
員
３
人
の
出
動

準
備
が
整
う
と
、
白
い
車
体
の
高

規
格
救
急
車
が
サ
イ
レ
ン
を
響
か

せ
な
が
ら
出
場
し
て
い
く
―

　
急
な
病
に
襲
わ
れ
た
り
、
不
慮

の
事
故
に
遭
遇
し
た
時
、
１
１
９

番
通
報
を
す
る
と
現
場
に
駆
け
付

け
、
冷
静
か
つ
的
確
な
判
断
で
行

動
し
て
く
れ
る
救
急
隊
員
は
と
て

も
頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。

　
し
か
し
、
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
平
均
時
間
は
約
８
分
で

す
。
も
し
も
目
の
前
で
、
大
切
な

人
が
急
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
ら
…

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
時

間
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

救
急
出
動
の
現
状

　
中
野
消
防
署
お
よ
び
豊
田
消
防

署
の
救
急
出
動
件
数
は
、
平
成
２２

年
が
１
５
４
５
件
、
平
成
２３
年

が
１
６
７
７
件
、
平
成
２４
年
が

１
６
７
９
件
と
、
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
平
成
２４
年
中
に
搬
送
さ
れ
た
方

の
事
故
種
別
の
状
況
は
、
急
病
が

１
０
６
７
人
（
全
体
の
６７
％
）
で

最
も
多
く
、
次
い
で
一
般
負
傷
が

２
３
０
人
（
同
１４
％
）、
交
通
事

故
が
１
５
３
人
（
同
１０
％
）
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
区
分
搬

送
人
員
で
は
、
全
体
の
６５
％
が
６５

歳
以
上
の
方
で
す
。

　
中
野
消
防
署
に
は
、
救
急
処
置

が
で
き
る
機
材
お
よ
び
装
置
な
ど

を
搭
載
し
た
高
規
格
救
急
車
が
１

台
、
傷
病
者
２
人
を
搬
送
可
能
な

２
Ｂ
型
救
急
車
１
台
の
計
２
台
、

豊
田
消
防
署
に
は
高
規
格
救
急
車

１
台
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

救
急
出
動
件
数
の
増
加
は
、
真
に

緊
急
を
要
す
る
方
へ
の
対
応
が
遅

れ
、
救
命
率
に
影
響
が
出
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
救
急
車
の
適
正
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
救
命
士
と
は

　
救
急
車
に
乗
車
す
る
３
人
の
救

急
隊
員
の
う
ち
、
灰
色
の
服
を
着

た
隊
員
は
、
救
急
救
命
士
法
に
基

づ
く
国
家
資
格
を
有
し
た
救
急
救

命
士
で
す
。 

 

　
救
急
救
命
士
は
、
病
院
へ
の
搬

送
中
に
限
り
、
医
師
の
指
示
の
も

と
、
傷
病
者
に
対
し
て
、
器
具
を

使
用
し
た
気
道
確
保
・
除
細
動
・

静
脈
路
確
保
（
点
滴
）
な
ど
の
高

度
な
応
急
処
置
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
特
別
な
隊
員
で
す
。

　
岳
南
広
域
消
防
本
部
に
は
、
２１

人
の
救
急
救
命
士
が
お
り
、
中
野

消
防
署
に
９
人
、
豊
田
消
防
署
に

３
人
、
山
ノ
内
消
防
署
に
９
人
が

配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

命をつなげ 救急救命



３ ２０１３．９広報なかの

　救急であることを伝える１

１１９番通報したら、
まず「救急です」と
伝えてください。

　症状を伝える３

誰が、どのようにし
て、どうなったと簡
潔に伝えてください。
また、分かる範囲で
意識、呼吸の有無な
どを伝えてください。

　場所を伝える

住所を伝えてくださ
い。住所がわからな
い場合は、近くの建
物、交差点など目印
になるものを伝えて
ください。

２ 　名前と連絡先を伝える４

あなたの名前と連絡
可能な電話番号を伝
えてください。

１１９番通報をすると、指令員が救急車の出動に必要なことを、順番に伺います。
慌てず、ゆっくりと答えてください。

１：病院に到着するまでの間、車内では救命士による的確な応急処置が行
われる（写真は実演）／２：救急救命技術向上のため、定期的に救命訓練
を行う／３：市民の皆さんや団体などを対象に救命講習会を開催している

岳南広域消防本部中野消防署に勤務する救急救命士。使命感と責任感を
持ち合せたとても頼りになる皆さんです。

１ ３

２

尊い命を守るため
私たちにもできることが
あります。
あなたの勇気ある行動が
尊い命をつなぎます。

救急車の呼び方

父親が
胸の痛みを訴えて
倒れました

どうしましたか？

私の名前は
「岳南花子」です
電話番号は
××ー××××です

あなたの名前、
電話番号を教え
てください

１１９番です。
火事ですか？
救急ですか？

救急です

場所は
どこですか？
近くに目標物は
ありますか？

大字××○○番地
の□□宅です
○○商店の隣です



４２０１３．９ 広報なかの

救命処置の手順（心肺蘇生法とＡＥＤの使用）
①反応なし

③呼吸をみる

呼吸なし

②大声で叫び応援を呼ぶ
　１１９番通報・ＡＥＤ依頼

気道確保
応援・救急隊を待つ
回復体位を考慮する

心肺蘇生（ＣＰＲ）
　④胸骨圧迫を開始する
　・強く（成人は少なくとも５㎝の深さ、小児は胸の厚さの約 １／３ の深さ）
　・速く（少なくとも１分間に １００ 回のテンポで）
　・絶え間なく（中断を最小にする）
　⑤人工呼吸（必須ではありません。できる方のみで結構です）
　・人工呼吸ができる場合は、胸骨圧迫３０回＋人工呼吸２回を繰り返す
　・人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみを行う

⑥ＡＥＤ装着

⑧電気ショック１回
　ショック後ただちに
　胸骨圧迫から心肺蘇生
　を再開

　ただちに胸骨圧迫から
　心肺蘇生を再開

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に呼吸や目的のあるしぐさが
認められるまで心肺蘇生を続ける

⑦心電図の解析
・電気ショックは必要か

普段どおりの
呼吸あり

※死
し せ ん き

戦期呼吸（呼吸が停止する前に出現
する、あえいでいる様な呼吸や、とても苦
しそうな呼吸）は心肺停止として扱う

必要あり 必要なし

命
を
守
る
た
め
に

　
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
―
現
場

に
居
合
わ
せ
た
私
た
ち
が
、
命
を

守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。
岳
南
広
域
消
防
組
合

中
野
消
防
署
に
勤
務
す
る
救
急
救

命
士
の
竹
田
章
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

１
１
９
番
通
報

　「
突
然
倒
れ
た
り
、
反
応
が
な

い
人
を
見
た
ら
、
た
だ
ち
に
心
停

止
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。
心
停
止

の
可
能
性
を
認
識
し
た
ら
、
応
援

を
呼
び
、
１
１
９
番
通
報
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
通
報
の
判
断
に

迷
っ
た
場
合
も
、
ま
ず
は
１
１
９

番
通
報
を
行
い
、
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、通
報
の
際
は
、

状
態
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
倒
れ

た
方
の
そ
ば
で
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。」 私

た
ち
が
で
き
る
こ
と

一
次
救
命
処
置

　「
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

一
次
救
命
処
置
を
行
っ
た
場
合

は
、
救
命
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
３
分
間
以
上
心
臓
が
停
止

し
て
し
ま
う
と
脳
に
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
心
停
止
を

確
認
し
た
ら
、
た
だ
ち
に
心
肺
蘇

生
法
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

　「
心
停
止
の
場
合
は
、
心
肺
蘇

生
法
と
併
せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す

る
こ
と
で
回
復
の
確
率
が
高
ま
り

ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
機
械
が
操
作
方

法
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
く
れ
る
の

で
、ど
な
た
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
流
は
必
要
な

方
以
外
に
は
流
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。」

救
命
講
習
会

　「
市
民
の
皆
さ
ん
に
救
命
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

岳
南
広
域
消
防
本
部
で
は
、
定
期

的
に
救
命
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
受
講
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講

師
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。」

岳南広域消防組合中野消防署
救急救命士　竹

た け だ

田章
あきら

さん

４

８

両手を組み、胸の真ん中を圧迫しま
す。合言葉は「強く、早く、絶え間なく」

圧迫位置

ＡＥＤのアナウンスで電気ショックが
必要な時は、ボタンを押して通電する。



５ ２０１３．９広報なかの

救命士の一日

１ ２ ３

５ ６ ７

両肩をたたきながら大声で呼び掛け、
反応を確認する。

周囲の人を集め、１１９番通報とＡ
ＥＤの手配をお願いする。

胸や腹部の動きを見て呼吸を確認す
る。

傷病者の気道を確保したまま鼻をつ
まみ、空気が漏れないように１秒かけ
て息を吹き込む。（できる方のみ）

体が濡れていたらタオルなどで拭き取
り、胸の右上および左下側に電極パッ
ドを装着する。胸骨圧迫は休まず行う。

パッド装着後、自動で心電図の解析
が始まります。解析中は傷病者の体に
は触れない。

８：２５

引き継ぎ・交代 無線テスト

資器材点検・整備
出動に備え、資器材の不具
合がないか点検します。

車両点検
ライト・回転灯が点灯する
か確認します。

８：３０

執務
救急の報告書の作成などの
事務のほか、救急講習、想
定訓練などを行います。
指令があれば、すぐに出動
します。

９：００

夕食
夕食と朝食は職員が自炊し
ています。

１８：００

仮眠
１時間交代で指令室勤務を
しながら、順番に仮眠を取
ります。いつでも出動でき
るように活動服を着たまま
眠ります。

２３：００

起床・朝食準備・掃除

６：００

１２：００

昼休憩

１３：００

執務

８：２５

引き継ぎ・交代
当直勤務が終了。非番とな
りますが、災害などで招集
が掛かればすぐに駆け付け
られるようにします。次の
日は公休です。

１９：００

執務

６：３０

朝食

７：００

執務

１７：００

夕食準備

２４時間勤務、
３交替制です。



車体に描かれているのは、「スター・オブ・
ライフ」と呼ばれる救急医療のシンボル
マークです。救急の機能を表現した６本
の柱と、中心にはギリシャ神話に登場し、
医療のシンボルとされる「アスクレピオ
スの杖」が描かれています。

６２０１３．９ 広報なかの

救急車の「適正利用」で救える命を守りましょう
　「交通手段がないから」「便利だから」というような理由で救急車を要請されると、本当に必
要な方のもとへ行けなくなってしまう可能性があります。救急車の適正な利用にご協力をお願
いします。また、下図のような症状がみられたら、ためらわずに救急車を要請してください。

自動式人工呼吸器（左）
呼吸が弱い、または呼吸
が止まってる傷病者に自動
的に酸素を送り込みます。
電動式吸引器（右）
口の中の分泌物や喉に詰
まった異物を吸引して取
り除きます。

生体情報モニター
血圧、血中酸素飽和度 ( 血
液中の酸素の量 )、心電図を
自動的に測定します。

除菌脱臭装置
感染症などの予防
のため車内の除
菌・脱臭を行います。

自動心臓マッサージシステム
自動で胸骨圧迫を行う器材を新
たに搭載しました。

NEW!

紹介します

中野消防署配備
年式：平成 １９ 年式
排気量：２６００cc
定員：７人（搬送者含む）

車体に描かれているのは、「スター・オブ・
ライフ」と呼ばれる救急医療のシンボル
マークです。救急の機能を表現した６本
の柱と、中心にはギリシャ神話に登場し、
医療のシンボルとされる「アスクレピオ
スの杖」が描かれています。

CHECK!

高規格救急車を



７ ２０１３．９広報なかの

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　「
救
急
セ
ッ
ト
」　

…　

２
人

　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
し
、
今
月

の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後
知

り
た
い
情
報
な
ど
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

９
月
２５
日
㈬
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
題　

岳
南
広
域
消
防
本
部
管
内
の
救
急
車

到
着
平
均
時
間
は
「
●
分
」

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　

〒
３
８
３
―
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

庶
務
課
秘
書
広
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

Ｅ
メ
ー
ル
　koho@

city.nakano.nagano.
jp

応
募
コ
ー
ナ
ー

○
広
報
ク
イ
ズ

○
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

　
平
成
２２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２３
年
４

月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
募
集

し
ま
す
。（
先
着
５
人
の
み
掲
載
）

　
①
お
名
前
（
ふ
り
が
な
）
②
生
年
月
日

③
性
別
④
応
募
者
の
名
前
⑤
住
所
⑥
電
話

番
号
⑦
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
３０
字
ま
で
）
を
明

記
し
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
の
う
え
、
９

月
１７
日
㈫
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

No. ３

中野のチカラ

山
やまぎし

岸　文
ふみのり

則 さん 塚
つ か だ

田　佑
ゆ う た

太 さん

笹
さ さ い

井龍
りゅうたろう

太郎 さん

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
出
場

長
野
県
代
表
と
し
て

　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
長
野
県
消
防
救
助

技
術
大
会
「
ほ
ふ
く
救
出
訓
練
」
に
お
い

て
、
岳
南
広
域
消
防
本
部
か
ら
出
場
し
た

「
岳
南
Ａ
チ
ー
ム
」
が
長
野
県
大
会
タ
イ

記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
８
月
２２
日
に
広
島
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
に
お
い
て
も
、
全
国
か
ら
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
５１
チ
ー
ム
の
強
豪
が
ひ
し
め

く
中
、
自
己
記
録
を
更
新
し
、
見
事
４
位

に
輝
き
ま
し
た
。
日
々
訓
練
に
励
む
笹
井

龍
太
郎
さ
ん
、
山
岸
文
則
さ
ん
、
塚
田
佑

太
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

○
ほ
ふ
く
救
出
と
は

　
火
災
の
際
に
屋
内
か
ら
煙
に
巻
か
れ
た

人
を
救
出
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
３
人
１

組
で
行
う
種
目
で
す
。

　
空
気
ボ
ン
ベ
を
背
負
い
要
救
助
者
の
元

に
行
く
１
番
員
、
誘
導
ロ
ー
プ
と
足
巻

ロ
ー
プ
を
扱
う
２
番
員
、
要
救
助
者
役
の

３
番
員
か
ら
編
成
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
を
、
安
全
性
を
保
ち

な
が
ら
短
時
間
で
終
わ
ら
せ
な
く
て
は
な

ら
ず
、
一
つ
の
ミ
ス
が
タ
イ
ム
に
大
き
く

影
響
す
る
た
め
、
作
業
の
確
実
性
を
訓
練

で
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
ロ
ー
プ
を
素
早
く
結
ん
だ
り
、
マ
ス
ク

を
付
け
視
界
が
狭
い
中
で
救
助
者
に
救
助

用
ロ
ー
プ
を
結
索
す
る
こ
と
は
と
て
も
難

し
く
、
日
々
集
中
し
た
状
態
で
訓
練
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

○
大
会
の
様
子
に
つ
い
て

　
訓
練
の
際
に
使
っ
て
い
る
道
具
と
、
大

会
で
使
用
す
る
道
具
が
違
い
、
当
日
の
朝

の
み
許
さ
れ
た
練
習
の
中
で
調
整
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
ま
ず
大
変
で
し
た
。

　
順
番
は
第
１
組
の
１
番
目
で
し
た
が
、

雰
囲
気
に
の
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
訓
練
の

成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
各
チ
ー
ム
の
記
録
が
表
示
さ
れ
な
い
た

め
、
順
位
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
ず
っ
と
緊

張
し
な
が
ら
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
岳
南
広
域
消
防
本
部
と
し
て
、
過
去
最

高
の
順
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

○
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

　
全
国
大
会
に
行
っ
て
、
技
術
は
も
ち
ろ

ん
、
精
神
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
こ
れ
か
ら

の
救
助
作
業
や
日
常
業
務
に
も
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
賞
し
た
隊
員
は
次
年
度
出
場

で
き
な
い
規
定
か
ら
、
来
年
の
大
会
に
私

た
ち
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
こ
の

大
会
を
目
指
し
て
い
く
隊
員
た
ち
に
「
確

実
な
作
業
」
を
含
め
、
全
国
大
会
で
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

岳南広域消防本部救助隊

キラ
リ



８２０１３．９ 広報なかの

　
近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
自

然
災
害
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
「
自
分
だ
け

は
大
丈
夫
」
と
い
う
油
断
か
ら
く
る
災
害

へ
の
備
え
の
弱
さ
と
と
も
に
、
地
域
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
で
す
。

　
災
害
は
あ
る
日
突
然
起
こ
り
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
、
防
災
意
識
を
高
め
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
必

【日ごろから準備しておきたい物の一部】

飲料水
（1人1日３リットルが目安）

懐中電灯

救急医療品、常備薬食料３日分

携帯ラジオ、電池
お金、貴重品、下着、
防寒具など

要
で
す
。

地
震
発
生
前
の
対
応

○
家
や
塀
の
強
度
を
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
て
補
強
し
て
お
く
。

○
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策

○
非
常
持
ち
出
し
品
、
備
蓄
品
の
準
備

○
避
難
場
所
、
避
難
路
の
確
認

地
震
発
生
時
の
行
動

○
と
に
か
く
、
頑
丈
な
机
の
下
な
ど
に
潜

り
込
み
、
身
の
安
全
を
図
り
、
揺
れ
が

収
ま
る
ま
で
様
子
を
見
る
。

地
震
直
後
の
行
動

○
慌
て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

○
火
の
元
の
確
認
、
初
期
消
火

○
窓
や
戸
を
開
け
出
口
を
確
保
す
る
。

○
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

○
門
や
塀
に
は
近
寄
ら
な
い
。

地
震
後
の
行
動

○
正
し
い
情
報
を
入
手
す
る
よ
う
心
掛
け

る
。

○
家
族
の
安
全
が
確
認
で
き
た
ら
、
ご
近

所
の
安
否
を
確
認
す
る
。

○
近
隣
住
民
と
協
力
し
合
っ
て
救
出
、
救

護
を
す
る
。

○
避
難
の
前
に
は
、
電
気
、ガ
ス
の
元
栓

を
確
認
す
る
。

災
害
へ
の
備
え



　Ｊアラートの自動放送試験を次の日程で実施します。当日は、
市内に設置している防災行政無線屋外子局（スピーカー）および
各家庭に設置されている音声告知放送端末から、緊急放送が一斉
に流れます。
　なお、訓練放送ですので、実際に行動していただく必要はあり
ません。
期日　９月 １１ 日㈬
時間　午前 １１ 時、午前 １１ 時 ３０ 分
実施団体　原則として、Jアラート受信機を運用する全ての地方
公共団体
実施内容　防災行政無線および音声告知端末から放送を実施
①「これは試験放送です」（３回繰り返し）
②「こちらは、“こうほうなかの”です」
③下りチャイム

※各家庭の音声告知放送端末では最大音量で放送されます。
※災害発生や気象状況によっては、訓練放送を中止する場合があ
　ります。

９ ２０１３．９広報なかの

　
気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
地
震
、

津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
の

起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
時
に
、
警
報
を
発
表

し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
加
え
、
今
後
は
、
よ
り
激
し
い
大
雨

や
大
き
な
地
震
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
重
大

な
災
害
に
よ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
特
別
な
警
戒
を
呼

び
掛
け
る
た
め
に
、新
た
に
「
特
別
警
報
」

を
発
表
し
ま
す
。

　
特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象
は
、
東

日
本
大
震
災
、
九
州
北
部
豪
雨
、
平
成
２３

年
台
風
第
１２
号
、
伊
勢
湾
台
風
な
ど
で
、

長
野
県
で
は
岡
谷
市
な
ど
で
発
生
し
た
土

砂
災
害
「
平
成
１８
年
７
月
豪
雨
」
が
該
当

し
ま
す
。

　
津
波
、
火
山
噴
火
、
地
震
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
警
報
の
う
ち
、
危
険
度
が
非
常
に

高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
を
特
別
警
報
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
従
来
の
名
称
の
ま
ま
発

表
す
る
予
定
で
す
。

　
数
十
年
に
一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常

に
危
険
な
状
況
に
な
り
ま
す
の
で
、
周
囲

の
状
況
や
市
か
ら
発
表
さ
れ
る
避
難
勧

告
・
指
示
な
ど
の
情
報
に
留
意
し
、
直
ち

に
避
難
所
へ
避
難
す
る
か
、
す
で
に
外
出

す
る
こ
と
が
危
険
な
状
態
の
と
き
は
、
無

理
を
せ
ず
家
の
中
の
よ
り
安
全
な
場
所
に

と
ど
ま
る
な
ど
、
直
ち
に
命
を
守
る
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
重
大
な
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
従

来
ど
お
り
「
警
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
最
新
の
情
報
に
注
意

す
る
な
ど
、
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｊ
ジェイ

－Ａ
ア ラ ー ト

ＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）
自動放送試験を実施します

【全国瞬時警報システム（Jアラート）とは】
　国から送信される緊急地震速報、弾道ミサイル発射や武力攻撃
といった有事情報など、対処に時間的余裕のない事態に関する緊
急情報を、人工衛星を利用して、瞬時に国から地方公共団体に伝
達し、防災行政無線を自動起動するシステムで、これにより迅速に
情報を伝達することを目的としたものです。

　
大
雨
や
大
雪
な
ど
の
気
象
に
お
い
て

は
、
時
間
を
追
っ
て
段
階
的
に
発
表
さ
れ

る
気
象
情
報
、
注
意
報
、
警
報
を
活
用
し

て
、
早
め
早
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/
know/tokubetsu-keiho/index.html

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課
危
機
管
理
防
災
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
・
２
８
６
）

「
特
別
警
報
」が
発
表
さ
れ
た
ら
身
を
守

る
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い

「
特
別
警
報
」が
発
表
さ
れ
な
い
か
ら

と
いっ
て
安
心
す
る
こ
と
は
禁
物
で
す

8
月
３０
日
か
ら

特
別
警
報
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

現象の
種 類 特別警報の発表基準

大 雨

台風や集中豪雨により数十年に一度
の降雨量となる大雨が予想され、も
しくは数十年に一度の強度の台風や
同程度の温帯低気圧により大雨にな
ると予想される場合

暴 風
数十年に一度の強
度の台風や同程度
の温帯低気圧によ
り

暴風が吹くと
予想される場合

高 潮 高潮になると
予想される場合

波 浪 高波になると
予想される場合

暴風雪
数十年に一度の強度の台風と同程度
の温帯低気圧により雪を伴う暴風が
吹くと予想される場合

大 雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が
予想される場合

津 波
高い所で３メートルを超える津波が
予想される場合（大津波警報を特別
警報に位置付ける）

火 山
噴 火

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火
が予想される場合（噴火警報（噴火警
戒レベル４以上）および噴火警報（居
住地域）を特別警報に位置付ける）

地 震
（地震動）

震度６弱以上の大きさの地震動が予
想される場合（緊急地震速報（震度６
弱以上）を特別警報に位置付ける）



中
学
生
派
遣
事
業

現
地
レ
ポ
ー
ト

　

８
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
、
豊
田
中
学
校
３
年
の
齋さ

い
と
う藤

拓た

く

み実
さ
ん
、
髙た

か

の野
諒り

ょ
う
や哉

さ
ん
、
佐さ

と

う藤
真ま

ほ帆
さ
ん
の
３
人
が
「
学
校
新
聞

特
派
員
」と
し
て
音
楽
姉
妹
都
市
の
大
分
県
竹
田
市
を
取
材
し
ま
し
た
。

３
人
が
ま
と
め
た
報
告
書
の
中
か
ら
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
校
新
聞
特
派
員

～ 
音
楽
姉
妹
都
市 

竹
田
市 

～

　
海
抜
３
２
５
メ
ー
ト
ル
の
台
地
、

岡
城
跡
。
そ
の
広
さ
は
実
面
積
で

１
０
０
万
平
方
㍍
、
そ
れ
は
東
京

ド
ー
ム
の
２２
個
分
に
あ
た
り
ま
す
。

豊ぶ
ん
ご
の
く
に

後
国
の
豪
族
、
緒お

が

た方
惟こ

れ
よ
し栄

が
源

難
攻
不
落
の
名
城
　

岡
城

学
校
新
聞
特
派
員
を
終
え
て

滝
廉
太
郎
に
つ
い
て

頼
朝
に
追
わ
れ
た
源
義
経
を
迎
え

る
た
め
に
築
城
し
た
の
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
、
大
野
川
の
支
流
、
稲

葉
川
と
白
滝
川
が
合
流
す
る
間
の

舌
状
台
地
上
に
築
か
れ
た
、
周
囲

が
山
や
川
に
囲
ま
れ
て
い
る
天
然

の
要
塞
で
す
。

　
そ
し
て
、
岡
城
は
作
曲
家
「
滝

廉
太
郎
」
の
名
曲
「
荒
城
の
月
」

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
城
と
も
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
僕
が
岡
城
に

行
っ
て
み
て
心
に
残
っ
た
こ
と

は
、
石
垣
し
か
残
っ
て
い
な
い
の

に
す
ご
い
迫
力
を
感
じ
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
城
の
あ
る
場
所
と
、

そ
こ
か
ら
見
え
る
風
景
と
、
地
形

を
利
用
し
た
戦
い
方
が
で
き
る
よ

う
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
城
の

造
り
が
そ
う
感
じ
さ
せ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。（

齋
藤
拓
実
）

 

滝
廉
太
郎
は
１
８
７
９
年
８
月

２４
日
、
父
吉
弘
と
母
マ
サ
の
８
人

兄
弟
の
長
男
と
し
て
東
京
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
父
親
が
地
方
官
だ
っ

た
た
め
、
神
奈
川
県
や
富
山
県
、

そ
し
て
大
分
県
竹
田
市
な
ど
、
各

地
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
竹
田
市

で
暮
ら
し
た
の
は
約
２
年
半
と
い

う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
こ
の
経

験
を
も
と
に
、
岡
城
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
名
曲
「
荒
城
の
月
」
な
ど
の

曲
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
荒
城
の
月
は
、
今
で
は
編
曲
さ

れ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、　
訪

れ
た
滝
廉
太
郎
記
念
館
で
は
、
毎

週
木
曜
日
に
原
曲
で
荒
城
の
月
を

歌
う
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
い
つ

ま
で
も
、
原
曲
は
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
２３
歳
と
い
う
若
さ
で
こ
の
世
を

去
っ
た
滝
廉
太
郎
が
最
後
に
作
曲

し
た
「
憾う

ら
み

」
と
い
う
曲
を
ド
イ
ツ

語
で
訳
し
て
み
る
と
、「
心
残
り
」

と
い
う
意
味
に
な
り
、
こ
れ
だ
け

の
名
曲
を
残
し
て
も
、
こ
の
若
さ

で
亡
く
な
れ
ば
、
心
残
り
も
あ
る

の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
髙
野
諒
哉
）

　
大
分
県
は
本
当
に
自
然
が
豊
か

な
所
で
、
中
野
市
と
似
て
い
る
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

環
境
に
す
ぐ
に
慣
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
竹
田
市
に
行
っ
て
一
番
思
い
出

に
残
っ
た
こ
と
は
、
久
住
中
学
校

で
の
交
流
会
で
す
。
広
島
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
８
月
６
日

に
、
竹
田
市
で
は
全
部
の
小
中
学

校
で
「
平
和
授
業
」
と
い
う
学
習

を
行
っ
て
お
り
、
私
た
ち
も
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
平
和
授
業
で
は
、
長
崎
で
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
翌
日
の
新
聞

記
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
新
聞
に
は
、
国
民
を
安

▲岡城跡見学の様子

▲滝廉太郎記念館前

▲久住中学校の生徒との交流
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心
さ
せ
る
た
め
に
原
子
爆
弾
の
被

害
な
ど
を
小
さ
く
見
せ
か
け
る
よ

う
な
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

そ
の
新
聞
を
見
て
、
嘘
の
情
報
を

流
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
こ
れ
か
ら
も
戦
争
や
原
子
爆

弾
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
二
度
と
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う

に
心
に
と
め
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
佐
藤
真
帆
）



　
午
前
中
は
、
翠
町
中
学
校
と
の

平
和
交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。
翠

町
中
学
校
は
、
全
校
で
平
和
学
習

を
し
っ
か
り
と
積
み
重
ね
て
い

て
、
戦
争
や
平
和
に
対
す
る
気
持

ち
や
考
え
の
違
い
に
驚
く
と
と
も

に
、
自
分
た
ち
の
考
え
の
甘
さ
に

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
平
和
交
流

　

８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、
高
社
中
学
校
３
年
生
の
松ま

つ
ざ
き崎

雄ゆ
う
す
け輔
さ
ん
、
土つ

ち

や屋
大た

い

が河
さ
ん
、
藤ふ

じ
さ
わ沢
菜な

お緒
さ
ん
、
吉よ

し
い
え家
雪ゆ

き

の乃
さ
ん
の
４

人
が
「
平
和
使
節
」
と
し
て
、
被
爆
地
の
広
島
県
広
島
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。
４
人
が
ま
と
め
た
報
告
書
の
中
か
ら
、一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
向
か
っ
た
の
が
、「
原
爆

の
子
の
像
」
で
す
。
事
前
学
習
の

中
で
は
、「
広
島
の
歴
史
」
に
焦

点
を
あ
て
、学
習
し
て
い
く
中
で
、

私
た
ち
に
で
き
る
事
は
何
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
、
生
徒
会
を
中
心

に
千
羽
鶴
を
折
り
、
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
、
原
爆
の
子
の
像
へ
奉

納
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館

へ
行
き
ま
し
た
。
広
島
平
和
記
念

資
料
館
で
は
、
被
爆
者
の
遺
品
、

被
爆
の
惨
状
を
示
す
写
真
や
資
料

が
展
示
さ
れ
、
ま
た
、
広
島
の
被

爆
前
後
の
歩
み
や
核
時
代
の
状
況

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
資
料

館
で
見
た
も
の
は
想
像
を
超
え
て

い
ま
し
た
。
実
際
に
被
爆
し
た
方

が
当
時
身
に
つ
け
て
い
た
服
や
小

物
。
そ
れ
ら
が
目
の
前
に
展
示
し

て
あ
り
衝
撃
的
で
し
た
。
で
も
、

私
た
ち
は
、
そ
の
辛
い
戦
争
の
こ

と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
ん
だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
後
、
被
爆

し
た
人
た
ち
の
た
め
全
国
の
人
た

ち
が
動
い
て
い
た
こ
と
を
知
り
、

人
の
団
結
力
の
す
ご
さ
を
知
り
ま

し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
で
は
、
原
爆

の
破
壊
力
と
無
残
さ
を
よ
り
リ
ア

ル
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
日
目

　
世
界
の
現
状
を
知
り
、
同
世
代

の
中
学
生
と
交
流
を
通
し
て
、
実

際
に
広
島
に
来
て
、「
見
て
」、「
感

じ
て
」、「
考
え
た
」
こ
と
を
仲
間
・

学
校
・
地
域
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
社
会
の

実
現
」
に
向
け
て
、
私
た
ち
が
平

和
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
て
い

く
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
、最
後
に
、「
平
和
」
と
は
何
か
。

こ
れ
か
ら
も
問
い
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲原爆の子の像

▲原爆ドーム

被
爆
地
派
遣
　

～　
広
島
市　
～
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二
日
目

会
の
中
で
、「
高
社
中
学
校
・
翠

町
中
学
校
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
両
校
が
そ
れ
ぞ

れ
想
い
を
込
め
て
創
り
上
げ
た
連

帯
旗
を
交
換
し
ま
し
た
。
連
帯
旗

交
換
を
通
し
て
、
仲
が
深
ま
る
と

と
も
に
、
両
校
の
想
い
も
知
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
た

ち
と
広
島
の
中
学
生
で
は
、
戦
争

と
か
原
爆
、
今
日
に
い
た
る
ま
で

の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
意
識
や

学
習
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
感

三
日
目

　
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し

ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
多
く
の
人

た
ち
が
集
ま
る
中
、
原
爆
死
没
者

慰
霊
碑
前
に
て
お
祈
り
と
献
花
を

行
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
広
島

市
長
に
よ
る
平
和
宣
言
や
、
子
ど

も
代
表
に
よ
る
平
和
へ
の
誓
い
な

ど
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久

平
和
の
実
現
が
訴
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
る
前

に
起
き
た
こ
と
な
の
に
、
全
国
の

人
た
ち
が
集
ま
り
、
原
爆
や
戦
争

の
悲
惨
さ
と
平
和
に
つ
い
て
考
え

を
深
め
ら
れ
る
機
会
が
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

三
日
間
を
振
り
返
っ
て

じ
ま
し
た
。
同
じ
日
本
に
住
ん
で

い
る
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
み
ん

な
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
ヒ
ロ
シ
マ
青
少
年
平

和
の
集
い
に
参
加
し
、
川か

わ
も
と本

省し
ょ
う
そ
う三

さ
ん
に
よ
る
被
爆
体
験
証
言
の
お

話
と
、
様
々
な
県
の
人
た
ち
と
グ

ル
ー
プ
を
組
ん
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
は
小
さ
い
事
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
こ
う
や
っ
て
平
和

に
つ
い
て
考
え
た
り
、
意
見
を
伝

え
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、

「
２
０
４
５
年
の
世
界
地
図
」
を

作
り
ま
し
た
。
世
界
の
国
々
の
問

題
が
解
決
さ
れ
、
平
和
な
未
来
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
地
図
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
平
和
に
対
す
る
意
識

の
高
さ
に
驚
き
、
同
じ
中
学
生
で

も
思
っ
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い

る
こ
と
が
違
い
、
た
く
さ
ん
意
見

交
換
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

▲ワークショップの様子 ▲翠町中学校と連帯旗の交換



１2２０１３．９ 広報なかの

　秋の中野市を満喫できるウォーキングイベント
「なかの巡りＥＹＥウォーク」を開催します。

第５回

期日　１０ 月 １２ 日㈯　（小雨決行）
受付時間　午前９時~９時 ３０ 分
集合　中野陣屋前広場公園
※「酒蔵めぐり」コースは、長野電鉄信州中野駅前
に集合してください。
駐車場　中野市役所駐車場
参加資格　事故防止のため、交通ルールを守り、開
催要項、マナーなどをきちんと守れる方。
※小学生以下は、保護者同伴。
　「酒蔵めぐり」コースの試飲は ２０ 歳以上に限る。
参加費　３００ 円
参加賞　特産のキノコ３種
募集定員　各コース ５０ 人（先着順）
申込期限　１０ 月１日㈫
申込方法　所定の申込書に必要事項を記入の上、提
出いただくか、電話またはホームページからお申し
込みください。申込書は、商工観光課、豊田支所地
域振興課、信州なかの観光協会に設置してあります。
なかの巡りＥＹＥウォークホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/city/shokan/
m-walk/

問い合わせ・申し込み先
○なかの街並みウォーキング実行委員会事務局
　（商工観光課観光係内）
　☎（２２）２１１１（内線２５９）
　ファクス（２２）５９２４
　Ｅメール　shoko@city.nakano.nagano.jp
○信州なかの観光協会
　☎（２３）２２１１
　ファクス（３８）８５５０
　Ｅメール　info@nakanokanko.jp
※申込受付は、土・日曜、祝日を除く、午前９時
から午後５時まで（観光協会では、土曜日と祝
日、９月１５日㈰、２２日㈰も受け付けます）

　中野陣屋前広場公園で「なかのＥｂｅｓａ（フ
リーマーケットなど）」、「ＴＨＥ☆若者・まち
なか音楽会」、高梨館跡公園で「秋の高梨まつ
り」、東横町通りで「あんと市」がそれぞれ開
催されます。ぜひ、お出掛けください。

○コース別経由地点

④中野立志館の高校生（長野大学とコラボ）が考えた
　「親子でウォーキング」コース
　秋のミッション「こんな写真撮れるかな！」

コース上で
おやつを配布します（３ｋｍ） ９：３０‐１2：００

スタート ゴール（予定）

高梨館跡公園
（高梨まつり）中野立志館高等学校 荒井バラ園中野陣屋前広場公園 あんと市

中野陣屋前広場公園 （持ち物：デジタルカメラなど写真を撮影し映像を表示できるもの）

天領誉酒造 南照寺
（川東善光寺）長野電鉄信州中野駅 井賀屋酒造店 志賀泉酒造

あんと市 中野陣屋前広場公園丸世酒造店高梨館跡公園
（高梨まつり）王日神社

９：３０‐１３：００③なかの「酒蔵めぐり」コース ４つの蔵で試飲と
地酒 （１合 ）土産付き（４．８ｋｍ）

スタート ゴール（予定）

　　　ア　　イ

同日開催イベント

十三崖中野陣屋前広場公園 中野陣屋前広場公園谷厳寺

９：３０‐１３：３０②「十三崖・谷厳寺パノラマ」コース 巨峰狩り
（１房）付き（１２ｋｍ）

スタート ゴール（予定）

巨峰狩り

９：３０‐１３：００①「中山晋平を訪ねる」コース リンゴ狩り
（２個）付き（１０ｋｍ）

スタート ゴール（予定）

高井舟着神社リンゴ狩り中山晋平記念館
（有料：２３０円）中野陣屋前広場公園 月宮院

あんと市 中野陣屋前広場公園高梨館跡公園
（高梨まつり）
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新
し
い
保
険
証
を
加
入
者
世
帯

の
世
帯
主
に
９
月
下
旬
ま
で
に
郵

送
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
に

未
納
が
あ
る
方
に
は
郵
送
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

に
は
、
保
険
証
は
送
付
せ
ず
に
、

市
役
所
に
来
庁
い
た
だ
き
、
納
税

相
談
の
上
、
交
付
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
（
一
般
用
が
藤

色
、
退
職
者
用
は
黄
色
）
は
、
１０

月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

　
保
険
証
は
、
保
険
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
を
証
明
す
る
大
切
な
も

の
で
す
か
ら
、
紛
失
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

と
き
は
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
7０
歳
以
上
7５
歳
未
満
の
方

は
、
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証

（
緑
色
）
を
合
わ
せ
て
医
療
機
関

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
の
窓
口
負
担
割
合
は

３
割
で
す
。
義
務
教
育
就
学
前
は

２
割
、
7０
歳
以
上
で
所
得
が
現
役

並
み
所
得
以
外
の
方
は
１
割
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
7５
歳
以
上
の
方
と
、
６５

歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
認
定
を

受
け
た
方
に
は
７
月
末
に
「
後
期

こんなとき 届け出（代理可） 必要なもの
勤務先の健康保険
証を持っているの
に保険証が送られ
てきた

国民健康保険を離脱する届
け出がされておらず、国民
健康保険にも加入している
ことになるため、届け出が
必要になります。

・勤務先の保険証
・国民健康保険証
・印鑑
・運転免許証など本人確認
ができるもの

会社などを退職し
ているのに保険証
が送られてこない

国民健康保険への加入の手
続きがされていない場合
は、保険証が送られません
ので、届け出が必要になり
ます。

・勤めていた会社からの健
康保険離脱証明書など

・印鑑
・運転免許証など本人確認
ができるもの※１

　記載内容を確認していただき、次の項目に該当する方は、必ず、市民課ま
たは豊田支所地域振興課へ届け出してください。

※１　6０歳以上65歳未満の方で退職などされ、年金証書をお持ちの方は年金証書が必要です。

高
齢
者
医
療
保
険
証
」(

桃
色)

を

郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

　
現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
、
１０

月
１
日
以
降
に
各
自
で
破
棄
す
る

な
ど
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１)

　保険税は１世帯ごと「世帯主」が納税義務者となり課税されます。
　保険税納入通知書に記載されている納期限までに納入をお願いしま
す。口座振替の方は、口座残高の確認をお願いします。

被
保
険
者
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

【届いた保険証の確認】

【国民健康保険税の納入について】

国保

国
民
健
康
保
険

　
市
で
は
、
活
用
見
込
み
の
な
い

土
地
を
売
却
し
ま
す
。

　
購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
売
却
物
件
　

　
左
記
の
と
お
り

○
応
募
対
象
者

個
人
ま
た
は
法
人

（
参
加
資
格
に
つ
い
て
は
、
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
有

財
産
売
却
案
内
書
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。）

○
申
込
期
限
　

９
月
３０
日
㈪
ま
で

○
決
定
方
法

条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

決
定

○
申
し
込
み
方
法

一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
兼

受
付
済
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、必
要
書
類
を
添
え
て
、

財
政
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
込
書
（
様
式
）
は
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.nakano.
nagano.jp/

問
い
合
わ
せ
先
　

財
政
課
管
財
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

公売所在地 面積 (㎡ ) 地目 最低売却価格 (円 )

大字穴田 55番 4 201.31 宅地

大字一本木 469 番 36 88.08 宅地 1,929,000

大字一本木 469 番 39 142.18 宅地 3,853,000

大字一本木 469 番 42 71.53 宅地 1,588,000

普
通
財
産
を
売
却
し
ま
す

916,000



１４２０１３．９ 広報なかの

　
「
２
０
１
３
健
康
づ
く
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
１０
月
１２
日
㈯
、

中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
エ
フ
バ

イ
エ
ー
中
野
、
な
が
で
ん
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
中
野
で
開
催
し
ま

す
。

　
「
健
康
は
家
族
の
幸
せ
、
み
ん

な
の
願
い
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
健
康
づ
く
り
を
題
材
と
し
た

楽
し
く
、
た
め
に
な
る
企
画
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
１０
月
１２
日
㈯

時
間
　
午
後
０
時
3０
分
～
４
時
3０
分

会
場
　
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
エ
フ

バ
イ
エ
ー
中
野
、
な
が
で
ん
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
中
野

内
容

○
講
演
会

講
師 

能の

せ勢
博ひ

ろ
し

先
生
（
信
州
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
）

演
題
　
歩
き
方
が
変
わ
れ
ば
人

生
が
変
わ
る
！
　
―
生
活
習
慣

病
・
介
護
予
防
の
た
め
の
新
し

い
運
動
処
方
シ
ス
テ
ム
―

○
健
康
コ
ー
ナ
ー

健
康
よ
ろ
ず
相
談
、
糖
尿
病
相

談
、
歯
科
健
診
、
血
圧
・
血
糖

値
測
定
な
ど

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
無
料
体

験
・
運
動
指
導

　
他
に
、
子
育
て
な
ん
で
も
相
談
、

製
作
品
展
示
販
売
、
介
護
用
品
展

示
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

す
。
ま
た
、
献
血
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
・

３
６
８
）

▲子育てなんでも相談

▲健康コーナー

回 期　日 時　間 内　　　　　容

1 9月２６日㈭ 午後1時3０分～3時

講師および健診医　すばる歯科クリニック 古
ふ る た

田充
み つ ひ ろ

博先生
講義）演題 「知っていますか？歯周病」
   内容 歯周病の症状、怖さ、予防方法などを学習します
健診）歯科医師による口腔内診査、歯周病の精密検査、歯と歯肉の

写真撮影、顕微鏡で口の中の細菌観察

2 １０月１０日㈭ 午後1時3０分～3時
（予約制）

一人一人の結果説明と、お口の健康管理プログラムの提案
実習①効果的な歯磨き方法についてアドバイス
  ②歯周病予防のための生活・食習慣改善のアドバイス

3 １０月3１日㈭ 午後1時3０分～3時
（予約制）

歯周病予防でアンチエイジング（加齢に伴う症状の予防）
お口の中が良好な状態を維持できるよう支援します。
実習③お口のエクササイズ

4 １１月２１日㈭ 午後1時3０分～3時 歯周病予防のための生活・食習慣改善のアドバイス

5 １２月２５日㈬ 午後1時3０分～3時 口腔内最終チェック
グループワーク

▼教室の日程

問い合わせ・申し込み先 健康づくり課健康管理係（中野保健センター内）　☎（２２）２111（内線２４２）

 私たちが歯を失う原因の半分は、歯周病だと
言われています。
 歯周病は加齢による影響もありますが、食事
や歯磨きはもちろん過労、喫煙などの生活習慣
と密接な関係があります。
 この教室では、歯や歯肉の健康づくりの方法
について、体験を通して楽しく学ぶことができ
ます。ご参加をお待ちしています。

会　場　中野保健センター
対　象　１９歳以上
受講料　無料
定　員　１０人（先着）
申込期限　9月２０日㈮

開催

２
０
１
３

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開催 歯周病予防教室



１５ ２０１３．９広報なかの

開催

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

 

人
権
問
題
に
対
す
る
理
解
と
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、１０
月
５
日
㈯
、「
人
権
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
作
品
・
ポ
ス
タ
ー
展
示
】

時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

会
場
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

内
容
　
人
権
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
南

部
集
会
所
利
用
者
や
、
趣
味
の
会

の
皆
さ
ん
の
作
品
お
よ
び
人
権
ポ

ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

【
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
】

時
間
　
午
前
１０
時
１５
分
～
午
後
２
時

会
場
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

内
容
　
日
用
品
雑
貨
・
農
産
物
な

ど
の
バ
ザ
ー
、赤
飯
・
山
菜
お
こ
わ

の
販
売
、無
料
き
の
こ
汁
の
提
供

【
記
念
講
演
】

時
間
　
午
後
１
時
3０
分
～
３
時

会
場
　
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題
　
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た

と
思
え
る
社
会
を

講
師
　
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
長
　
湯ゆ

あ

さ浅
誠ま

こ
と

さ
ん

　
野
宿
者
（
ホ
ー
ム
レ
ス
）
支
援

に
携
わ
り
、
現
代
日
本
の
貧
困
問

題
を
現
場
か
ら
訴
え
続
け
て
い

る
。
２
０
０
８
年
末
の
「
年
越
し

派
遣
村
」
で
は
村
長
を
務
め
る
。

　問
い
合
わ
せ
先

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
中
野
市
人
権
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
�
２
２
８
７

 

風
土
に
根
差
し
た
新
た
な
美
の

創
造
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、

礰
珉
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
力
作
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

テ
ー
マ 

自
由
（
た
だ
し
、
本
展

覧
会
の
目
的
に
合
致
し
た
も
の
）

募
集
作
品
　
絵
画
（
油
絵
、
ア
ク

リ
ル
、
水
彩
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、

日
本
画
、
版
画
、
切
り
絵
そ
の
他

平
面
作
品
）

※
近
作
の
未
発
表
作
品
で
展
示
可

能
な
も
の

規
格
　
大
き
さ
は
５０
号
ま
で
と
し

額
装
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
ガ
ラ
ス
は
不
可
。
た
だ
し
、
ア

ク
リ
ル
な
ど
の
樹
脂
板
は
可
。

応
募
資
格
　
中
野
市
、
飯
山
市
、

山
ノ
内
町
、
木
島
平
村
、
野
沢
温

泉
村
、
栄
村
の
在
住
者
ま
た
は
中

野
市
出
身
者

応
募
申
し
込
み
　
１０
月
２０
日
㈰
午

前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で
に
、
一
本

木
公
園
展
示
館
へ
作
品
を
直
接
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

応
募
点
数
・
出
品
料
　
一
人
３

点
ま
で
と
し
、
出
品
料
は
一
点

１
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は

５
０
０
円
）
と
し
ま
す
。

審
査
・
賞
　
応
募
作
品
は
、審
査

の
上
、入
選
を
決
定
し
、展
示
し
ま

す
。
入
選
作
品
の
う
ち
優
れ
た
も

の
に
は
、次
の
賞
を
授
与
し
ま
す
。

中
野
市
長
賞
、
礰
珉
賞
、
岺
樹
会

賞
、
中
野
市
議
会
議
長
賞
、
中
野

市
教
育
委
員
会
賞
、
会
員
奨
励

賞
、
奨
励
賞

展
覧
会

会
期
　
１０
月
２４
日
㈭
～
１１
月
１７
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
　
一
本
木
公
園
展
示
館

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

▲湯浅誠さん

募集

「
第
３２
回
礰
珉
展
」作
品

▲前年度中野市長賞受賞作品：「ひまわりの詩
う た

」
　作者：神

か ん だ

田仁
じ ん こ

子（大字上今井）

募集

「
中
野
市
公
共
施
設
管
理
運
営
方
針

(

案)

」
に
対
す
る
ご
意
見

　
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
公
共

施
設
に
つ
い
て
も
将
来
的
な
管
理

運
営
方
法
の
変
更
、
民
間
活
力
の

導
入
、
施
設
の
統
廃
合
や
他
用
途

へ
の
転
用
な
ど
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
市
で
は
、「
第
二

次
中
野
市
行
政
改
革
大
綱
」
の
実

行
計
画
に「
既
存
施
設
の
見
直
し
」

を
掲
げ
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営

方
針
（
案
）
の
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
公
共
施
設
の
今
後
の
管
理
運
営

方
針(

案)

に
対
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

方
針
（
案
）
の
公
表
場
所
　
政
策

情
報
課
、豊
田
支
所
地
域
振
興
課
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nakano.

nagano.jp/

公
表
期
間
　
９
月
５
日
㈭
～
２６
日

㈭ご
意
見
の
提
出
方
法
　
様
式
は
任

意
で
す
が
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、「
中
野
市
公

共
施
設
管
理
運
営
方
針(

案)

に

対
す
る
意
見
」
と
記
載
し
、
直
接

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、郵
送
、フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
９
月
２６
日
㈭

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
８
３
―
８
６
１
４（
住
所
記

載
不
要
）政
策
情
報
課
行
政
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
１
）

フ
ァ
ク
ス
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル

gyosei@
city.nakano.nagano.jp



１６２０１３．９ 広報なかの

信
州
中
野
環
境
祭

　

ご
み
と
資
源
物
の
分
け
方
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
工
程
、
中
野
市
の
自
然
環
境
か
ら
地

球
温
暖
化
に
至
る
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
環
境
問
題
を
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
「
信
州
中
野
環
境

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
９
月
中
旬
に
全
戸
配
布
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日　

９
月
２９
日
㈰

時
間　

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

会
場　

市
民
会
館

▲大人気！つみ木コーナー

内
容　

体
験
や
工
作
コ
ー
ナ
ー
、
企
業
・

団
体
ブ
ー
ス
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
等
回
収
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
衛
生
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

　

上
下
水
道
料
金
は
、
使
用
さ
れ
た
水
量

に
応
じ
て
、
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
２
カ
月
に
一
度
、

市
が
委
託
し
た
検
針
員
が
各
ご
家
庭
に
伺

い
、
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど
を
検
針
し
、
上

下
水
道
料
金
の
請
求
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼検針実施月
検針地区・地域

偶数月

中野(栗和田区)、
日野(更科区以外)、
延徳、平野(片塩、
西江部区の一部)、
高丘、長丘、平岡、
科野、倭の各地区、
豊田地域

奇数月
中野(栗和田区以
外)、日野(更科区)、
平野地区(片塩、西
江部区の一部以外)

検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
検
針
月
の

１
日
か
ら
８
日
の
間
に
行
い
ま
す
の
で
、

次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
、
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
す
る
。 

②
犬
な
ど
は
、
玄
関
や
水
道
メ
ー
タ
ー
か

ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
ぐ
。 

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
中
に
、

土
・
泥
・
水
な
ど
が
入
り
込
ま
な
い
よ

う
に
し
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
き
れ

い
に
保
持
す
る
。

　

①
～
③
な
ど
の
理
由
に
よ
り
メ
ー
タ
ー

の
検
針
が
で
き
な
い
場
合
は
、
認
定
水
量

(

過
去
の
使
用
量
を
参
考
に
し
て
決
め
る

水
量)

で
検
針
し
た
も
の
と
見
な
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

検
針
の
結
果
は
、
「
使
用
水
量
の
お
知

ら
せ
」
を
ポ
ス
ト
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

上
下
水
道
料
金
は
、
検
針
し
た
月
の
２８

日
ま
で
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
課
か
ら
送
付
す
る
納
入
通
知

書
に
よ
り
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
現
金
で
お
支
払
い
た
だ
く

か
、
口
座
振
替
に
て
お
支
払
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
現
金
で
お
支
払
い
い
た
だ
い
て

い
る
方
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
お
手
続
き
は
、
市
内
金

融
機
関
ま
た
は
、
上
下
水
道
課
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
専
用
の
申
込
用
紙
で
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、水
道
料
金
な
ど
を
滞
納
さ
れ
る

と
、水
道
の
給
水
を
停
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課
営
業
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４)

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
お
よ
び

上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

水道
料金

２
０
１
３

開催

　

上
下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
「
上
下
水
道
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
「
信
州
中
野
環
境
祭
」
と

合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
用
意
し
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

９
月
２９
日
㈰

時
間　

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

会
場　

市
民
会
館

内
容　

涌
井
の
お
い
し
い
水
試
飲
、
パ

ネ
ル
な
ど
の
展
示
、
体
験
・
実
験
コ
ー

ナ
ー
、
無
料
コ
ー
ナ
ー
（
綿
あ
め
）
な
ど

　

ま
た
、
同
日
開
催
で
汚
泥
発
酵
堆
肥
の

無
料
配
布
・
サ
ー
ビ
ス
販
売
を
行
い
ま
す
。

○
な
か
の
「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」
無
料
配
布

　

場
所　

中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

　

時
間　

午
前
９
時
か
ら

　

予
定
数
量　

３
千
袋
（
先
着
１
５
０
台

　

１
台
２０
袋
ま
で
）

○
「
未
土
利
」
サ
ー
ビ
ス
販
売

　

場
所　

ナ
ピ
ア
平
岡
処
理
場

　

時
間　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

　

内
容　

１
袋
（
１５
㎏
）
２
５
０
円
を
１０

　

袋
購
入
ご
と
に
１０
袋
を
無
料
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課
監
理
係
・
下
水
道
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
３
７
８
・
２
８
３
）

上
下
水
道

開催

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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中野市地球温暖化防止
　

７
月
に
行
わ
れ
た
、
第
２３
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
に
お
け
る
本
市
の
投
票
率
は

４９
・
６６
％
で
、
過
去
２
番
目
に
低
い
投
票

率
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
下
７７
市
町

村
の
投
票
率
の
順
位
で
は
、
昨
年
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙
と
同
じ
く
最
下
位
で
し
た
。

参
議
院
選
挙
で
の
新
し
い
取
組

　

投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け
、
今
回
新
た
に

取
り
組
ん
だ
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
市
内
保
育
園
な
ど
に
お
け
る
啓
発

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
の
送

り
迎
え
の
際
、
保
護
者
に
対
し
て
啓
発

選挙

物
資
の
配
布
を
行
っ
た
。

○
投
票
所
の
場
所
の
周
知

　

投
票
所
入
場
券
に
案
内
図
を
掲
載
し
た
。

○
宣
誓
書
の
全
戸
配
布

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
に
必
要
な

宣
誓
書
の
用
紙
を
全
戸
配
布
し
た
。

　

今
後
も
投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
票

の
力
を
信
じ
て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け
て

　市では地球温暖化防止のため、市が行っている
事務・事業などに伴い排出される二酸化炭素の総
排出量を、平成２７年度において６％削減(平成２１
年度比)することを目標としております。
　平成２４年度の総排出量は平成２１年度と比べて
０.３％増加しました。
　増加の要因は、厳冬による暖房器などの使用が
増えたことが考えられます。

エネルギー別二酸化炭素排出量（kg-CO2）

排出要因
平成21年度

平成24年度 増 減
増減率

（基準年度） （％）
電気の使用 6,473,473 6,722,110 248,637 3.8

Ａ重油の使用 528,748 464,508 △ 64,240 △ 12.1
灯油の使用 2,270,167 2,077,557 △ 192,610 △ 8.5

都市ガスの使用 67,047 59,955 △ 7,092 △ 10.6
ＬＰＧの使用 183,315 209,508 26,193 14.3

ガソリンの使用 131,180 130,736 △ 444 △ 0.3
軽油の使用 108,837 128,871 20,034 18.4

合　計 9,762,767 9,793,245 30,478 0.3

実行計画の進捗状況

問い合わせ先
環境課環境係　☎(２２)２１１１(内線２47)

◇信越９市町村広域観光連携会議平成 ２５ 年度事業計画
　信越９市町村広域観光連携会議では、信越９市町村エリア名を「信越自然郷」、
エリアのブランドコンセプトを「千年風土の豊穣の地」と決定し、発表しました。
　今年度は、千年風土の豊穣の地「信越自然郷」の確立に向け、エリアの認知度の
向上を図るため、次の事業を実施します。

新幹線飯山駅開業にむけて
～魅力ある広域エリアの玄関口へ～

◇「信越自然郷うまいもの市」を開催します
　信越自然郷の「食」や「魅力」を発信するため、北信州ハーフマラソンに合わせて、９月 ２９ 日㈰、新
幹線飯山駅前を会場に午前９時から「信越自然郷うまいもの市」を開催します。
　実りの秋に収穫される野菜や果物など、信越自然郷の食材を使った「うまいもの」が勢ぞろいします。
この機会にぜひ、お越しください。

問い合わせ先
信越９市町村広域観光連携会議事務局
(飯山市役所広域観光推進室内)　☎０２６９(６２)３１１１

◆「信越自然郷」のブランディングとプロモーション
・「信越自然郷」基本構想の策定、ブランドブック制作
・ポスター・ホームページなどの作成、管理
・プロモーションの実施

◆「信越自然郷」広域観光連携のための基盤整備
・新幹線飯山駅を中心とした２次交通対策検討、具体化
・新幹線飯山駅観光案内機能・運営方法の検討、構築
・信越自然郷の推進のための研修会・講演会の開催
・地域産品による「食」、土産品の研究、開発への支援
・地域案内人の育成支援

◆「信越自然郷」運営体制組織の構築
・広域観光プラットフォームの構築
・広域観光旅行商品の開発・販売
◆自然共生圏構築への具体的取組み
・信越自然郷構成市町村における理念の共有
・美しい景観づくりへの取組み
◆北陸新幹線飯山駅開業キャンペーン
・開業１年前イベントやキャンペーンの実施
・開業ＰＲグッズなどの製作
・各市町村主要イベントでの開業ＰＲ

環境
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☆アイドル☆

いつもいっしょ　)^o^(

江
え も と

本快
か い

くん　純
じゅん

くん お絵描きと歌とダンスが大好きな
仲良し双子姉妹です！

山
やま も と

本美
み づ き

月ちゃん　優
ゆ づ き

月ちゃん

誰にでも優しい、元気で明るい女
の子になってね。

藤
ふじ さ わ

沢　鈴
りん

ちゃん

我が家のアイドルに
出てみませんか？
応募方法は７ページ
をご覧ください。

わが家の

自分の夢を見つけて、大きくなっ
ていってね！

持
も ち だ

田　忠
ただ よ し

義くん

強く、たくましく、そして温かい
心をもった男の子になってね！

町
ま ち だ

田　晴
はる

くん

Ａ　　やけどをした場合は、冷たい水ですぐに冷や
すことが有効です。やけどの程度により、5分か
ら 30 分ほど冷やし、そのあとすぐに近くの医療
機関を受診しましょう。

電話医療相談所です
こんにちは

Ｑ　　子どもがやけどをしてしまいました。応急処
置の方法を教えてください。

【やけどの処置】　
○衣服を着ている部分がやけどを負った場合は、

無理に衣服を脱がせると、やけど部分の皮膚も
一緒にはがれる可能性があります。衣服を着た
まま流水で冷やしましょう。

○広範囲のやけどの場合は、水をためた浴槽内に
つけたり、水に浸したタオルなどで身体を包む
ように冷やしましょう。

○耳や目など、直接水をかけられない場合は、ナ
イロン袋に氷水を入れ、ガーゼなどの上から冷
やしましょう。

【水ぶくれができた場合の処置】
　水ぶくれは、やけどの傷口を保護する役割があ
るので破れないように気をつけましょう。
　水ぶくれが破けた場合は、感染し化膿する原因
にもなりますので、病院で診察を受けましょう。

　子育て支援センターでは、０歳から就学前のお子さ

んを対象に、毎月楽しい行事を行っています。

　お気軽にお出掛けください。

９・10 月の行事予定
子育て支援センター

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しくは、
市公式ホームページをご覧いただくか、各子育て支援
センターへお問い合わせください。

問い合わせ先
さくらんぼ　　☎（２２）６６２２　㊡日・月・祝日
りんごっこ　　☎（２２）２２5９　㊡日・火・祝日
うさぎっ子　　☎（３８）３０１２　㊡日・水・祝日
ひよこ保育園   ☎（２２）６２９２　㊡土・日・祝日

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

９月１８日㈬
午前１０時３０分～

「助産師講座」
北信総合病院助産師さん

１０月１０日㈭
午前１０時３０分～

「さくらんぼ運動会」
０歳から参加できます

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

９月２５日㈬
午前１０時３０分～

「交通安全教室」
指導員さんと楽しく学ぼう

１０月７日㈪
午前１０時３０分～

「りんごっこ運動会」
親子で元気に楽しもう！

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

１０月１日㈫
午前１０時３０分～

「うさぎっ子運動会」
元気いっぱい楽しもう！

１０月１１日㈮
午前１０時３０分～

「高野辰之記念館に行こう」
現地集合：雨天は西部公民館

ひよこ保育園
子育て支援
セ ン タ ー

９月２０日㈮
午前９時３０分～

「食事・離乳食講座」
栄養相談・おやつの紹介と試食

９月２７日㈮
午前９時３０分～

「おにぎりの日」
おにぎりを持って出掛けます

　なお、十分冷やして、痛みや赤みが取れている
ようなら様子を見てもよいでしょう。
　また、「皮膚がただれている場合」や、「やけど
の範囲が広くぐったりしている場合」は、早急に
救急車を呼びましょう。
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◦健康づくり課(中 野 保 健
センター内) 　☎22-2111(内線242・368）

◦地域振興課(豊田支所内)     ☎３８-３111

◦休日緊急診療所(中 野 保 健
センター内) ☎2３-2255

保健だより

ワクチン名 日　程 予約先
Ｂ Ｃ Ｇ ９月１８日㈬

健康づくり課
母子保健係

日 本 脳 炎 ９月２0日㈮
１0月１日㈫

不活化ポリオ １0月１5日㈫

三 種 混 合 １１月６日㈬

四 種 混 合

９月９日㈪ヒ ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

受付時間／午後０時45分～１時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票

※３日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

受付時間／午後０時45分～１時１5分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診 ９月２４日㈫ ２5年5月生

７ か 月
児　健   診 ９月２5日㈬ ２5年１月生

１ 歳６か月
児　健  診 ９月２７日㈮ ２４年２月生

２歳児健診 ９月30日㈪ ２3年８月生

３歳児健診 ９月２６日㈭ ２２年８月生

※都合がつかない場合は、翌月お出
掛けください。

　２0 歳・30 歳・４0 歳・50 歳・６0 歳お
よび ７0 歳の方を対象に実施しています。
　対象者には受診票をお送りしてあり
ますので、希望する市内歯科医院に予
約の上、お早めに受診してください。
期間／ １２ 月 ２７ 日㈮まで
受診料／ ６0 歳までの方は 500 円、

７0 歳の方および生活保
護受給世帯の方（受付で
証明書を提示のこと）は、
無料となります。

電話医療相談所　　☎23 - ０3００　　　　午前８時 30 分～午後 10 時 （ 土・日曜日、祝日を除く ）
女性相談　　　　　☎23 - 48１０　　　　午前９時～午後５時 （土・日曜日、祝日を除く ）
子ども電話相談　　☎23 - 3１9１　　　　午前８時 30 分～午後５時 15 分 （ 土・日曜日、祝日を除く ）
長野県小児救急電話相談　☎♯8０００　　 　午後７時～ 11 時
児童虐待・DV24 時間ホットライン　　☎０263-9１-24１０

乳幼児健康診査

日　本　脳　炎

期日／９月２８日㈯
時間／午前９時30分～１１時４5分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　動ける服装
内容／妊娠の経過と起こりやすい異

常、妊婦体操、妊婦の健康・栄
養（試食あり）

※３日前までに予約が必要です。

マタニティクラス

育　児　教　室

歯周疾患検診

　日本脳炎の１期・２期の接種が終
了していない平成７年４月２日か
ら平成 １９ 年４月１日生まれの方が、
接種を受けることができるようにな
りました。ご希望の方は、健康づく
り課へお問い合わせください。

予防接種 講座・相談

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

心の健康相談

日　程

対象／第１期＝ １２ ～ ２４ か月未満児
　　　第２期＝5歳以上７歳未満
　　　で、就学前の１年間（平成
　　　１９ 年４月２日～平成 ２0 年
　　　４月１日生まれ）
※第２期の方には予診票を送付し

ます。
※対象者は無料で接種が受けられ

ますので、接種される前月に実
施医療機関へ予約してください。

　イライラ・不眠・人に会いたがら
ない・やる気が出ないなど、心に関
するさまざまな相談に個別で応じま
す。相談は無料で、予約制です。
　秘密は固くお守りします。お気軽
にご利用ください。
　心の健康相談は、月１回行ってい
ます。詳しくは、健康カレンダーを
ご覧ください。
期日／９月 １２ 日㈭
時間／午後３時～5時
相談担当者／こころの専門医
会場／中野保健センター
対象者／悩みを持つ本人、家族など
※ご希望の方は、相談日の２日前ま

でに健康づくり課にご予約くだ
さい。

　厚生労働省から、小児用肺炎球菌ワ
クチンについて、現在の７価ワクチン
から １3 価ワクチンに １１ 月中に一斉に
切り替えるとの情報提供がありまし
た。詳しくは、健康づくり課へお問い
合わせください。

小児用肺炎球菌ワクチン

健 （検 ）診
お知らせ

会場／中野保健センター
期日・時間 対象児・内容

9月 １2 日㈭
午前 １0 時
～ １１ 時 30 分

4～6か月児
赤ちゃん体操、離乳食
の話、試食

9月 １３ 日㈮
午後１時 １5 分
～３時 30 分

8～１０か月児
む し 歯 予 防 と 顎 の 発
育、離乳食の話、試食

※３日前までに予約が必要です。



街の話題やイベントを紹介します

２０２０１３．９ 広報なかの

　８月 ２５ 日、市民プールにおいて中野市体育協会主催の「中野市民水泳大会」が開催されました。
　当日は、照りつける太陽の下、１30 人の参加者が自由形や平泳ぎ、男女リレーなど ２0 種目に分かれ、
日頃の練習の成果を生かしゴールを目指して泳いでいました。
　大会記録が何度も更新された会場では、学校の先生や友達、家族の大声援で大いに盛り上がり、声援を
力に変えた参加者は、いつも以上の力を発揮していました。

中野市民水泳大会

　８月４日、市営野球場において「中野市長杯争
奪市内高校野球大会」を開催しました。
　当日は、中野立志館高等学校と中野西高等学校
が対戦し、８対７で中野立志館高等学校が勝ち、
初優勝を飾りました。小雨が降る悪条件の中でし
たが、選手たちのはつらつとしたプレーで会場は
熱気に包まれていました。
　大会終了後には、新潟県上越市の関根学園高等
学校を迎え、３校による交流試合を行いました。

市長杯争奪市内高校野球大会
　９月１日、延徳小学校グラウンドを主会場に中
野市総合防災訓練を実施しました。
　当日は、午前７時 30 分に市内南部を中心とし
た震度６強の大規模直下型地震が発生し、延徳地
区で家屋の倒壊や火災などの被害が発生したこと
を想定し訓練を行いました。訓練に参加した皆さ
んは、いつ起こるか分からない災害に備え、真剣
な面持ちで避難訓練や医療救助訓練、消火訓練な
ど現地応急活動訓練を行っていました。　

中野市総合防災訓練



まちかどトピックス

２１ ２０１３．９広報なかの

　８月５日、中央公民館を会場に「タマゴから考
える身近な食育講座」を開催しました。
　これは、身近な食材の卵を通して、食の在り方
について理解を深めることを目的に開催したもの
で、小学生と保護者 １２ 人が参加しました。食育
ボランティアの皆さんから卵に関する知識を教え
てもらった後、調理実習ではフランスのデザート
「ウー・ア・ラ・ネージュ」を作って試食し、「と
てもおいしい」と会場は笑顔に溢れていました。

タマゴから考える身近な食育講座自然観察会「千曲川ラフティング」
　千曲川の篠井川合流付近から古牧橋付近までを
ラフティングボートで下る「千曲川ラフティング」
を７月 30 日から７日間に渡り開催しました。
　これは、水辺の生き物や川の汚れを観察し、自
然環境保全の重要性を考えることを目的に開催し
たもので、今年で８年目の取り組みになります。
　期間中には、小学生と保護者ら 3２3 人が参加し、
水を掛け合ったり川に飛び込むなど、普段体験で
きない川下りを楽しんでいました。

2013中野市民音楽祭
　８月 3１ 日、市民会館ホールにおいて「２0１3 中野市民音楽祭」を開催しました。音楽を通じたまちづく
りの推進と音楽文化の向上を目的に例年開催しており、５１ 回目を迎えた本年は、市内の合唱団や吹奏楽
団など日ごろ音楽活動をしている ２4 団体が出演し、美しいハーモニーと迫力ある演奏を披露しました。
　また、参加者全員で開会時に中山晋平先生作曲の「あの町この町」を、休憩後に久石譲氏作曲の「さん
ぽ」を、そして最後に高野辰之博士作詞の「故郷」を合唱し、会場は澄みきった歌声に包まれていました。



「フレンズ」会員募集
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をご存じですか
　中野市では姉妹都市・友好都市の他に知

ち い ん と し

音都市
交流を推進し、市民団体の交流活動を支援してい
ます。知音都市とは日本初の流行歌「カチューシャ
の唄」の誕生に携わった４先人（島村抱月、相馬
御風、松井須磨子、中山晋平）の縁で交流してい
る浜田市、糸魚川市、長野市および中野市のこと
を言います。
　各市の都市交流団体は、毎年「カチューシャの
唄」知音都市実務担当者等会議を開催し、事業報

告や交流事業などを
協議しています。相
互の文化芸能を学び、
先人の偉業を称え、
ふるさとを再認識す
ることを目的として
交流を続けています。

知音都市交流は、島根県の旧金城
町（現在の浜田市）の提唱により
平成元年より続いている市民交流
です。平成 ２１ 年には交流のシン
ボルマークが制定され、昨年から
はブログを開設し知音都市情報を
発信しています。

　長野市松代町は、戦国時代の武将真田信之（幸
村の兄）を初代とする真田家が代々藩主を務めた
城下町です。また、幕末には勝海舟や坂本竜馬の
師としても有名な佐久間象山を輩出しました。
このような歴史ロマンに
彩られた長野市松代町で
は毎年 １０ 月に真田十万石
行列が行われ、知音都市
も参加しています。

　中野市民都市交流会「フレンズ」は知音都市のほかにも姉妹
都市、音楽姉妹都市などと温かく楽しい交流を行っています。
　都市間交流の楽しさ、感動を一緒に共有してみませんか。
お気軽にお問い合わせ下さい。

　現在の浜田市金城自治区では、伝統芸能「石見
神楽」が伝承され神社の祭礼などの際に奉納され
ています。また、町内には、音楽を通じた交流
活動拠点「夢の音村」が
あり、アマチュア音楽グ
ループ「サウンドファイ
ブ」を中心に、４０ 年を超
える音楽活動を継続して
います。

　ヒスイのまち糸魚川市には２つの国立公園（上
信越高原、中部山岳）と３つの県立公園（久比岐、
白馬山麓、親不知子不知）があり、その豊かな自
然は訪れた人を圧倒し、魅了します。また、「糸
魚川ジオパーク」は、ジ
オ（地球）の貴重な地質
の宝物に親しみ、学ぶこ
とのできる場所として、
日本初の世界ジオパーク
に認定されました。

問い合わせ先　政策情報課統計交流係　☎（２２）２１１１（内線４０２）

【作詞】
島
し ま む ら

村抱
ほ う げ つ

月のふるさと
島根県

浜田市
【歌】
松
ま つ い

井須
す ま こ

磨子のふるさと
長野県

長野市

【作詞】
相
そ う ま

馬御
ぎ ょ ふ う

風のふるさと
新潟県
糸魚川市

知音都市交流
シンボルマーク

知 都 市音 流交

（※人口・世帯数は平成 ２２ 年国勢調査結果より）

知音都市交流ブログホームページ
http://blog.canpan.info/tiin-kanagi-001/

糸魚川市
人口：47,702 人
世帯：17,433 戸

長野市
人口：381,511 人
世帯：146,520 戸

人口：61,713 人
世帯：24,972 戸

浜田市
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No. ７2○
自
己
紹
介

　
日
本
一
周
を
目
指
し
て
、
一
人
で
旅
を

続
け
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
本
の
主

人
公
が
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
を
旅
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
成
長
に
繋
げ
て
い
く
姿
に
感

動
し
た
こ
と
で
す
。
自
分
も
同
じ
よ
う
に

成
長
し
た
い
と
憧
れ
て
旅
に
出
ま
し
た
。

　
愛
車
の
軽
自
動
車
で
出
発
し
、
北
海

道
・
東
北
を
巡
り
、
中
間
地
点
の
長
野
県

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
３
カ
月
で
８
千
㌔

を
走
破
し
、
こ
れ
か
ら
西
日
本
の
各
地
を

巡
る
予
定
で
す
。

　
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
る
こ
と
が
楽
し
み

の
一
つ
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
撮
影
地
で
あ
る
岩
手

県
久
慈
市
で
見
た
景
色
は
、
同
じ
日
本
と

は
思
え
な
い
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
現
地
の
人
と
会
話
を
す
る
こ
と
が
一
番

の
勉
強
に
な
り
、
東
北
の
被
災
者
の
方
に

話
を
聞
い
た
り
す
る
と
、
い
か
に
自
分
が

各
地
の
実
情
を
知
ら
な
い
の
か
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

○
中
野
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
キ
ノ
コ
や
お
や
き
が
お
い
し
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
社
山
が
と
て

も
好
き
で
、
全
国
の
ど
の
場
所
に
行
っ
て

も
懐
か
し
く
な
り
ま
す
。
高
社
山
を
見
る

と
、
自
分
の
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
気
持
ち

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　○
今
後
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と

　
旅
先
で
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
も
っ

と
現
地
の
方
と
触
れ
合
い
な
が
ら
自
分
の

成
長
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

金
か な い

井　敬
た か ゆ き

幸
（行政区：金井）

市
民
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▲高社山を見ると自分の家に
帰ってきた気持ちになります

山や
ま
ぎ
し岸
幸こ

う
へ
い平
さ
ん

か
ら
の
ご
紹
介

池
田
市
長
の

わ
く
わ
く
レ
ポ
ー
ト
vol． ３

 さん

横
浜
で
中
野
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

　　
先
月
、
横
浜
財
界
人
の
方
に
中
野
市
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会
を
得

た
。
中
野
市
が
ど
の
よ
う
な
所
な
の
か
を

空
間
軸
、
時
間
軸
で
説
明
し
な
が
ら
、
世

界
に
も
類
を
見
な
い
地
で
あ
る
と
と
も

に
、
自
然
と
文
化
に
あ
ふ
れ
、
豊
か
な
地

で
あ
る
こ
と
を
披
露
し
た
。
こ
れ
か
ら
始

ま
る
信
越
９
市
町
村
広
域
連
携
観
光
開
発

に
よ
る
「
千
年
風
土
の
豊
穣
の
地
　
信
越

自
然
郷
」
が
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
見
て

い
か
に
素
晴
ら
し
い
構
想
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
で
あ
る
か

を
訴
え
て
き
た
。

　
中
野
市
は
有
史
以
来
、
北
信
地
域
の
要

の
地
と
し
て
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生

か
し
、
政
治
・
文
化
・
経
済
の
要
衝
の
地

と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
私
自
身
も
故
郷

中
野
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
日
々
実
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
な
か
な
か
上
手
く

お
伝
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

エ
ノ
キ
タ
ケ
生
産

量
日
本
一
、
シ
ャ

ク
ヤ
ク
生
産
日
本

一
、
か
つ
て
は
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産

日
本
一
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に

代
表
さ
れ
る
ブ
ド
ウ
を
は
じ
め
と
し
た
多

様
な
果
物
生
産
の
集
積
地
で
あ
り
、
四
季

の
は
っ
き
り
し
た
類
ま
れ
な
地
で
あ
る
こ

と
を
訴
え
た
。

　
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
私

た
ち
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本

質
的
な
戦
略
目
標
は
人
口
の
増
加
で
あ

る
。
一
つ
は
交
流
人
口
に
よ
る
人
口
の
社

会
増
加
、
も
う
一
つ
は
子
ど
も
を
育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
よ
る
自
然
増
加
。
こ

れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、
都
市
基
盤
・

社
会
環
境
整
備
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
都

市
と
し
て
の
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
創
出
で

き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
は
山
積
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
は
ど
う
し
て
も
市
民
の
皆
さ

ん
と
思
い
を
一
つ
に
し
て
、
協
働
で
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
、
前
に
進
ま
な
い
こ
と
ば

か
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
積
極
的

に
中
野
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し

た
い
。
域
外
の
お
客
様
に
中
野
市
が
提
供

で
き
る
新
た
な
「
価
値
」。
他
都
市
と
の

競
合
と
い
っ
た
観
点
か
ら
脱
し
て
よ
り
高

い
「
価
値
」
を
見
出
し
提
供
す
る
こ
と
。

提
供
す
る
価
値
に
対
し
て
よ
り
高
く
評
価

し
て
く
れ
る
お
客
様
を
選
び
、
フ
ル
セ
ッ

ト
で
中
野
市
の
魅
力
を
売
り
込
み
た
い
。
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有料広告欄 有料広告欄

▼
お
知
ら
せ

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、明
る
い
ま
ち
づ
く

り
や
環
境
対
策
、高
齢
化
対
策
な
ど
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

販
売
期
間
　
９
月
2０
日
㈮
～
10
月
11
日
㈮

抽
せ
ん
日
　
1０
月
18
日
㈮

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会　

☎
０
２
６（
２
３
４
）３
６
１
１

問

●
害
鳥
駆
除
（
カ
ラ
ス
、
ム
ク
ド
リ
ほ
か
）

実
施
日
　
９
月
８
日
㈰
、
15
日
㈰
、

22
日
㈰
、
1０
月
６
日
㈰
、
13
日
㈰
、

27
日
㈰

対
象
区
域
　
市
内
農
地
周
辺

時
間
　
日
の
出
か
ら
約
２
時
間

●
害
獣
巡
回
駆
除(

ニ
ホ
ン
ザ
ル
、イ
ノ
シ
シ)

実
施
日
　
９
月
４
日
㈬
、
18
日
㈬
、

1０
月
２
日
㈬
、
16
日
㈬

対
象
区
域
　
栗
和
田
か
ら
桜
沢
の
山
際

時
間
　
午
後
１
時
3０
分
か
ら
約
２
時
間

※
駆
除
実
施
中
は
銃
器
を
使
用
す
る
た
め

大
変
危
険
で
す
。駆
除
時
間
中
は
対
象

区
域
に
近
づ
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

害
鳥
駆
除
・
害
獣
巡
回
駆
除

９
月
・
10
月
の
実
施
日
程

農
政
課
耕
地
林
務
係
（
内
線
251
）

問

　
打
ち
上
げ
花
火
ま
た
は
仕
掛
け
花
火

（
家
庭
用
煙
火
を
除
く
）
を
上
げ
る
場
合

は
、
中
野
消
防
署
ま
た
は
豊
田
消
防
署
へ

事
前
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、一
定
の
数
量
を
超
え
る
と
き
は
、

３
週
間
前
ま
で
に
、
市
役
所
商
工
観
光
課

商
工
係
へ
申
請
し
、
許
可
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

花
火
の
利
用
は
安
全
に

商
工
観
光
課
商
工
係
（
内
線
256
）

問

　
音
声
告
知
放
送
は
、
緊
急
地
震
速
報
な

ど
の
緊
急
放
送
の
ほ
か
、
毎
日
、
朝
晩
、

市
な
ど
か
ら
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
音
声
告
知
放
送
端
末
機
に
は
乾
電

池
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
停
電
時
に
も
緊

急
放
送
な
ど
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ

音
声
告
知
放
送
端
末
機
の

「
電
池
切
れ
」
に
ご
注
意
を

政
策
情
報
課
情
報
係
（
内
線
217
）

問

　
４
月
か
ら
受
け
付
け
を
行
っ
た「
住
宅

性
能
向
上
促
進
事
業
補
助
金
」は
、予
算
総

額
に
達
し
た
た
め
、本
年
度
の
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
し
た
。な
お
、平
成
26
年
度
も

本
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

申
請
件
数
　
２
３
８
件

補
助
金
総
額
　
２
４
９
８
万
円

対
象
工
事
費
総
額
　
約
２
億
２
４
０
０
万
円

「
住
宅
性
能
向
上
促
進
事
業

補
助
金
」
の
受
付
終
了

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内
線
273
）

問

　
1０
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
「
平
成

25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
へ
は
、
調
査

票
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
漏
れ
が
無
い

よ
う
正
確
に
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は

後
日
調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

政
策
情
報
課
統
計
交
流
係（
内
線
217
）

問

て
い
ま
す
。
電
池
が
切
れ
た
状
態
で
は
停

電
時
に
放
送
が
受
信
で
き
な
い
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
の
端
末
機
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
端
末
機
本
体
正
面
に
あ
る

電
源
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
る
場
合
は
、

電
池
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
管
理
人
が
い
な
い
夜
間
な
ど
に
無

断
で
侵
入
し
、
花
火
や
飲
酒
な
ど
を

行
っ
た
と
見
ら
れ
る
行
為
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
無
許
可
で
の
立
ち
入
り
や

迷
惑
行
為
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

や
め
ま
し
ょ
う
！

市
営
体
育
施
設
へ
の
不
法
侵
入
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 「固定資産税」は、市内に固定資産（土地・家屋・償却
資産）を所有している方に納めていただく市税です。
 中野市の市税収入全体の半分近くを占め、市の行政
サービスを提供するための重要な役割を担っています。
　　固定資産の所有者が納税義務者です
 納税義務者は「登記簿」または、市の「土地・家屋補
充課税台帳」「償却資産課税台帳」に所有者として登
録されている方です。所有している固定資産の内容は、
納税通知書に添付される課税明細書や市役所税務課
および豊田支所地域振興課で確認することができます。
　　税額は「課税標準額×税率1.4％」
 固定資産の価格は、国が定めた固定資産評価基準
に基づき決定します。税額は、この価格から算定し
た「課税標準額」に、税率（1.4％）を乗じた金額で、
年４回に分けて納めていただきます。なお、土地と
家屋の価格は原則３年毎に見直しを行います。

固定資産税とは
税務課資産係（内線226）問

納期限　平成25年度国民健康保険税（普通徴収）第３期の
納期限は、9月3０日㈪です。

豆

①

税
の

知識
豆

③

▼
催
し
・
イ
ベン
ト

　
市
庁
舎
と
市
民
会
館
の
立
地
に
関
す
る

検
討
・
協
議
を
行
う
た
め
、
検
討
会
を
開

催
し
ま
す
。
会
議
は
公
開
で
開
催
し
ま
す

が
、
傍
聴
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
を
お

断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

期
日
　
1０
月
2
日
㈬

時
間
　
午
後
４
時

会
場
　
市
役
所
31
・
32
号
会
議
室

※
こ
れ
ま
で
の
開
催
状
況
は
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
４
回
中
野
市
公
共
拠
点
施
設

立
地
に
係
る
検
討
会

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係（
内
線
216
）

問

飯
山
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
２
６
９
�
８
６
０
９

フ
ァ
ク
ス
０
２
６
９
�
５
９
７
２

北
信
ブ
ロ
ッ
ク

障
害
者
就
職
面
接
会

問
　
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
就
職
を
希
望
さ

れ
る
方
を
対
象
に
、
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。
事
業
所
の
方
と
そ
の
場
で
面
接

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
９
月
26
日
㈭

時
間
　
午
後
１
時
2０
分
～
４
時

　
　
　
（
受
付 

午
後
０
時
3０
分
～
）

会
場
　
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

参
加
事
業
所
　
約
5０
社
（
予
定
）

　
毎
年
恒
例
、
中
山
晋
平
記
念
館
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
1０
月
６
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
　
中
山
晋
平
記
念
館

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
　
音
楽
愛
好
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
合
唱
や
フ
ル
ー
ト
、
オ
カ

リ
ナ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
演
奏
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

販
売
コ
ー
ナ
ー
　
地
元
農
産
物
や
食
べ
物

な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
館
内
無
料
開
放

中
山
晋
平
記
念
館
ま
つ
り

中
山
晋
平
記
念
館
☎
�
７
０
５
０

問

　
融
雪
施
設
の
修
繕
工
事
の
た
め一
部
区

間
が
全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。現
場
の

指
示
に
従
い
迂
回
路
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

通
行
止
め
区
間
　
国
道
４
０
３
号「
一
本

木
交
差
点
」の
先
か
ら「一本
木
・栗
和
田
交

差
点
」ま
で
の
約
６
０
０
㍍
の
区
間（
国
道

２
９
２
号
は
通
行
で
き
ま
す
）

通
行
止
め
期
間
　
９
月
下
旬
～
12
月
下
旬

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペー
ジ　

http://www.pref.nagano.
lg.jp/xdoboku/hokuken/index.htm

l

国
道
４
０
３
号
の
一
部
区
間
が

全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す

北
信
建
設
事
務
所
整
備
課
☎
�
３
１
１
１

問

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
具

体
的
な
対
応
方
法
を
学
び
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
第
７
回
認
知
症
を
考
え
る
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
、
「
大
逆
転
の
痴
呆
ケ
ア
」
の

著
者
で
、
認
知
症
ケ
ア
の
第
一
人
者
で
も

あ
る
和わ

だ田
行ゆ

き

お男
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き

認
知
症
を
考
え
る
会

高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
包
括
支

援
係
（
内
線
366
）

問

し
、
日
々
、
介
護
現
場
の
最
前
線
で
奮
闘

さ
れ
て
い
る
和
田
さ
ん
の
独
特
な
語
り
口

で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
た
な
発
見
や
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
良

い
機
会
で
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
1０
月
６
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
3０
分
～
３
時
3０
分

会
場
　
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的

ホ
ー
ル

講
師
　
和
田
行
男
さ
ん
（
㈱
大
起
エ
ン

ゼ
ル
ヘ
ル
プ
　
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
㈱
波
の
女
　
専
務
取
締
役
）

内
容
　
認
知
症
の
基
礎
を
学
び
、
認
知
症

の
介
護
の
実
践
を
考
え
る

演
題
　
認
知
症
の
人
を
支
え
る
　
～
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
支
え
方
～

豆
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資源物の特別回収・日曜回収
９月８日㈰　午前９時～正午
場所　浜津ヶ池公園駐車場
回収品目　庭木の剪定枝、硬質プラスチック

９月22日㈰　午前10時～午後１時
場所　イオン中野店
回収品目　段ボール、新聞紙、雑誌・雑がみ、びん、ペッ
トボトル、食用油、古着・古布

10月6日㈰　午前９時～正午
場所　浜津ヶ池公園駐車場
回収品目　庭木の剪定枝、廃タイヤ（有料）

資源物の特別回収

資源物の日曜回収

ごみの減量とリサイクルで美しいふるさとを次世代へ市民課生活交通安全係（内線238）申問

　市民の皆さんの不用品・必要品を掲載しています。
　物品はご自身で保管し、希望者双方で直接交渉していただ
きます。掲載期間は半年間で、ご希望により再掲載も可能です。

　　　　　柔道着（子ども用）、ベビーカー（２人乗
用）
譲ります

譲ってください　　　　　　　  　大八車／そり（子ども用）／琴／バン
ジョー／マンドリン／チェロ／ウクレレ／電動ろくろ（陶芸用）

リサイクルかわらばん

環境課衛生係（内線245）問

８月29日現在

★指定時間以外の持ち込みは禁止です。
★中野市以外からの持ち込みは固くお断りします。
硬質プラスチック…衣装ケース・バケツ・ジョウロ・漬物樽・ごみ
箱・カゴ・植木鉢・プランター・ポリタンク・ポリボトルに限ります。
廃タイヤ…１本300円の費用が掛かります。ホイールの有無は問
いません。※事業で使用している車のタイヤは回収できません。

２０１３．９

▼
講
座

福
祉
課
厚
生
保
護
係
（
内
線
255
）

《
女
性
限
定
》

「
こ
こ
ろ
のc

ケ

ア

are

講
座
」

問
　
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
。

配
偶
者
な
ど
に
よ
る
暴
力
や
嫌
が
ら
せ
）、

モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
精
神
的
な
嫌
が
ら

せ
）、ト
ラ
ウ
マ（
心
的
外
傷
）な
ど「
こ
こ
ろ

の
傷
付
き
」に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
学
ぶ
講

座
を
12
テ
ー
マ
に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。

　
ご
自
身
の「
こ
こ
ろ
の
傷
」に
気
付
き
、

「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」へ
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

期
日

講
座
テ
ー
マ

①
９
月
10
日
㈫
Ｄ
Ｖ
・
ト
ラ
ウ
マ
を
理

解
す
る

②
９
月
20
日
㈮
「
世
間
の
枠
」と
私
ら
し
さ

③
10
月
８
日
㈫
身
体
的
暴
力
・
性
暴
力

④
10
月
22
日
㈫
精
神
的
暴
力
・
モ
ラ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

⑤
11
月
12
日
㈫
ト
ラ
ウ
マ
に
対
応
す
る

ツ
ー
ル

⑥
11
月
28
日
㈭
傷
付
き
に
よ
る
喪
失
と

グ
リ
ー
フ

⑦
12
月
10
日
㈫
境
界
線

⑧
12
月
24
日
㈫
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

※
平
成
26
年
１
月
・
２
月
に
４
回
開
催

時
間
　
午
前
10
時
～
正
午

会
場
　
市
民
会
館
45
号
会
議
室

参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
、
興
味
あ
る
講
座

の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

北
信
州
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー（
中
野

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
３
０
０
５

身
体
障
害
者
向
け
職
業
訓
練

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」受
講
生
募
集

問
　
受
講
生
の
希
望
に
沿
っ
て
日
程
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
計
画
し
、
個
別
指
導
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

定
員
　
４
人
程
度

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
　
無
料

※
講
座
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
▼
ス
ポ
ー
ツ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
内
線
364
）

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

問
　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
10
月
27
日
㈰

時
間
　
開
会
式
…
午
前
９
時

会
場
　
市
民
体
育
館

競
技
部
門

①
一
般
女
子
（
中
学
生
以
上
）

②
一
般
女
子
（
40
歳
以
上
）

③
男
女
混
合

④
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

※
年
齢
は
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在

※
①
②
は
、
参
加
チ
ー
ム
が
少
な
い
場

合
、
部
門
を
統
合
し
て
競
技
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成
条
件
な
ど

①
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
す
る

方
で
構
成
す
る
こ
と
　
②
選
手
お
よ
び
交

代
要
員
を
含
め
、
８
人
以
内
と
す
る
こ
と

③
１
人
で
２
チ
ー
ム
以
上
に
参
加
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
　
④
男
女
混
合
の
部
は
女

性
２
人
以
上
が
プ
レ
ー
す
る
こ
と
　
⑤
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
の
部
は
、
小
学
生
以
下

(

性
別
問
わ
ず)

２
名
以
上（
小
学
生
４
名

で
も
可
）、
中
学
生
以
上
２
名
以
内（
男
性

は
１
名
以
内
）が
プ
レ
ー
す
る
こ
と

参
加
費
　
無
料

申
込
締
切
　
10
月
16
日
㈬
　
午
後
５
時

申

資源物の特別回収
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問市立図書館　☎（26）5841

ランチのアッコちゃん(柚木麻子)／狭小邸宅
(新庄耕)／選ぶ力(五木寛之)／手づくりするガ
ラスの器(嶋崎千秋)／図解！！生き残るためのや
りかた大百科(Ｊｏｓｅｐｈ　 Ｐｒｅｄ)／プロフェッショナ
ル農業人(大澤信一)／絶対にボケたくない人
がするべきたった７つの習慣(白澤卓二)／なぜ
日本は破綻寸前なのに円高なのか(藤巻健史)
／今やる人になる４０の習慣(林修)

少林サッカー
　　上映日時　９月15日㈰　午後２時～

ノルウェイの森
　　上映日時　10月２日㈬　午前10時～

会場　図書館２階ＡＶホール(入場無料）

ビデオ上映会　としょかん★プチキネマ

新着
図書
情報

今
月
の

　今月の新着図書の一部を
紹介します。

ニュートンと贋金づくり
著／トマス・レヴェンソン
白揚社
　17世紀のロンドンを舞
台に繰り広げられた国
家を揺るがす贋金事件。
天才科学者はいかにし
て犯人を追いつめたの
か？膨大な資料と綿密
な調査をもとに、事件解決にいたる攻防をスリリ
ングに描いた科学ノンフィクション。

おいしく食べられる
山野草の料理
著／道下暁子
ナカニシヤ出版

－摘み草クッキング－
登山、トレッキング

のおみやげにそっともらった山野草から、
朝
あ さ げ

餉・夕
ゆ う げ

餉の一品を作って楽しんでみません
か？

２０１３．９

▼
募
集

ダンス、バンド演奏、歌などを発表したい方を募集

日時　10月12日㈯　午前10時～午後１時30分

会場　中野陣屋前広場公園ステージ

参加費　無料　　応募締切　９月20日㈮

※申込方法など、詳しくはお問い合わせください。

　　　音色がはずむまちづくり委員会事務局

(市役所商工観光課内)☎(22）2111(内線272）

Eメール ｓｈ　ｏkｏ@city.nakanｏ.naganｏ.jｐ

THE☆若者・まちなか音楽会

出演者大募集！

申問

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
の
方

で
、
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
な
ど
を
対
象

に
、
入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
９
月
10
日
㈫

時
間
　
午
後
１
時
30
分

会
場
　
中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
６
号

中
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
２
階

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
入
会
説
明
会
は
毎
月
第
２
火
曜
日
の
午

後
１
時
30
分
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

中
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集
・
入
会
説
明
会

　
公
益
社
団
法
人
中
野
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
４
６
８

問
申

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
前
期
）

　
国
を
思
い
将
来
を
見
つ
め
る
自
衛

隊
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

試
験
期
日
　

１
次
　
11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
　

２
次
　
12
月
10
日
㈫
か
ら
14
日
㈯
ま
で

　
　
　
の
指
定
日

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
総
合
臨
床
医
と
し
て
国
際
的
に
活
躍

で
き
る
自
衛
隊
医
官
を
目
指
し
ま
す
。

試
験
期
日
　

防
衛
省
で
は
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
長
野
地
域

事
務
所
☎
０
２
６（
２
３
５
）６
０
２
６

問
申

１
次
　
11
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

２
次
　
12
月
18
日
㈬
か
ら
20
日
㈮
ま
で

　
　
　
の
い
ず
れ
か
一
日

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
看
護
学
科

学
生
（
平
成
25
年
度
４
年
制
新
設
）

　
未
来
に
目
を
向
け
た
保
健
師
・
看

護
師
で
あ
る
幹
部
自
衛
官
を
目
指
し

ま
す
。

試
験
期
日
　

１
次
　
10
月
19
日
㈯
　

２
次
　
11
月
30
日
㈯
・
12
月
1
日
㈰

【
共
通
事
項
】

　

資
格
　
高
等
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
を

含
む
）
で
21
歳
未
満
の
方

※
年
齢
は
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

　

受
付
期
間
　
９
月
30
日
㈪
ま
で

※
受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　年次蔵書点検のため
　　図書館を休館しています
　ポストへの図書の返却やホームページ
での閲覧・蔵書検索は利用できます。
閉館期間　９月12日㈭まで



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

28広報なかの

年金
　原則20歳から60歳までのすべての方が「年金」に加入す
ることとされていますが、会社員など「第２号被保険者」の
方に扶養されている配偶者「第３号被保険者」の方は、保
険料を納める必要がありません。しかし、第３号被保険者の
方は、配偶者が退職したときや、自身の収入が増えたとき
などは「第１号被保険者」への変更手続きを行い保険料を
納める必要があります。この手続きが２年以上遅れた場合、
２年以上前の保険料を遡って納付することができないこと
から、保険料の「未納期間」が発生します。
専業主婦（夫）の方は「未納期間」を「受給資格期間」に算
入できるようになりました　制度改正により、専業主婦(夫
)の方は、手続きを行うことで「未納期間」を「受給資格期
間」に算入できるようになりました。なお、この「受給資格期
間」は、年金を受給するために必要な加入月数(原則300
月、25年)に算入されますが、年金額には反映されません。
国民年金保険料専用ダイヤル　☎0570(011)050
長野北年金事務所　☎026(244)4100

専業主婦（夫）の方の
年金が改善されました

平日午前8時30分～午後5時15分　

一般的な相談は「ねんきんダイヤル」　☎0570（05）1165

問

▼
相
談

ご寄付ありがとうございました

中野市豊田農産物加工施設利用組合　様
チャリティーバザー収益金　32,580円　農産物販売促進のため

　いただきました寄付金は、市政のため大切に使用させ
ていただきます。
　寄付に関する問い合わせ・申し込みは、庶務課秘書広
報係(内線400)までご連絡ください。

問　庶務課秘書広報係（内線400）

　
農
業
振
興
地
域
内
に
お
け
る
農
地
の
転

用
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
　
９
月
30
日
㈪
～
10
月
11
日
㈮

時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

会
場
　
市
役
所
農
政
課

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。

農
振
農
用
地
の
転
用
な
ど
に

関
す
る
相
談
会

農
政
課
農
政
係（
内
線
250
）

問
　
10
月
１
日
㈫
か
ら
７
日
㈪
ま
で
の
「
法

の
日
」
週
間
に
あ
わ
せ
、
法
律
、
人
権
、

調
停
、
公
証
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

期
日
　
10
月
３
日
㈭

時
間
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

会
場
　
市
民
会
館

※
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

「
法
の
日
」
週
間

　
　
　
無
料
法
律
相
談
所

飯
山
簡
易
裁
判
所

☎
０
２
６
９
�
２
１
２
５

問

　
不
動
産
の
登
記
、
年
金
、
建
築
や
農

地
な
ど
行
政
の
仕
事
に
つ
い
て
の
相
談
や
、

法
律
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
る
合
同
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
　
９
月
25
日
㈬

時
間
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
　
（
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
な
が
の
東
急
百
貨
店
　
別
館
シ
ェ

ル
シ
ェ
　
５
階
大
ホ
ー
ル

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談

長
野
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
２
６
（
２
３
５
）
５
５
６
６

問

▼展示
市立博物館

㊡火曜日
☎ 22-2005

常設展示室「中野市の自然と歴史・
文化」
西沢今朝夷水彩画展「ふるさとの記憶」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日

☎ 23-2718

第16回中野みずゑ会展　　
　９月16日(月・祝）まで
一茶生誕250年記念切手　森貘郎原画展
　９月30日㈪まで
さつき会書道展　９月19日㈭～30日㈪

　
土
地
・
建
物
の
登
記
手
続
き
や
境
界
問

題
、遺
言
・
相
続
、婚
姻
・
離
婚
、人
権
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
に
、法
務
局
職
員
、公
証

人
、弁
護
士
、司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査

士
、人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。当
日
は

「
相
続
に
つ
い
て
」「
遺
言
制
度
・
任
意
後
見

制
度
に
つ
い
て
」の
講
座
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日
　
10
月
６
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

会
場
　
長
野
市
旭
町
１
１
０
８
番
地

　
　
　
長
野
地
方
法
務
局

※
相
談
、
講
座
受
講
は
予
約
が
必
要

法
務
局
休
日
無
料
相
談
所

長
野
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
２
６
（
２
３
５
）
６
６
１
１

問
申

申

２０１３．９

申



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

29 広報なかの

市役所職員を語る不審な訪問にご注意を
事例　市役所の職員を名乗る男が自宅を訪れ「介
護保険料の手続きについて話がある」というので
話を聞いたところ、介護保険料を請求された。
アドバイス　これは、市役所職員を装って介護保
険料などを騙し取る手口で、市内でも同様の事例
が発生しています。
　市では、特別な場合を除き、通常、職員が訪問
して介護保険料などを徴収することはありませ
ん。また、市職員が訪問する場合には、身分証明
書を携帯していますので、身分証明書の提示を求
め、氏名や所属部署などを確認しましょう。
解決方法　一度現金を支払ってしまうと、取り戻
すことは困難です。
　不審な訪問や電話を受けた場合は、すぐに支払
いに応じず、直ちに市役所か中野警察署へ連絡し
確認しましょう。
　
問い合せ・相談窓口
市民課生活交通安全係(内線238)
中野警察署生活安全課　☎(26）0110

消費者トラブル と 解決法消費生活
相談

36

子ども相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　市役所子ども相談室 子ども相談室(内線278）

保健師による子育て相談 期日　毎週金曜日(休所日を除く）　時間　午前10時～11時
会場　りんごっこ(中央子育て支援センター)

中央子育て支援センター
☎（22）2259

定期健康相談 ①期日　毎週水曜日　時間　午前10時～11時30分　会場　中野保健センター
②期日　毎月第１木曜日　時間　午前10時～11時30分　会場　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
(内線242）

高齢者の方のための総合相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係(内線366）

行政相談 期日　９月10日㈫、10月10日㈭　時間・会場　①午前９時～11時30分　豊田支所
相談室　②午後１時～４時　市民会館44号会議室

庶務課庶務文書係
(内線211）

消費生活相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
(内線238）

女性相談　面接は予約制 期日　毎週月～金曜日(祝日を除く)　時間　午前９時～午後５時
会場　中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎（23）4810

身体障害者相談所 予約制 期日　毎月第１・３水曜日　時間　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

福祉相談・ボランティア相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

心配ごと相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

結婚相談　予約制 期日　毎週月～金曜日　時間　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

法律相談　予約制 期日　毎月第１・３月曜日(月曜休日の場合は翌火曜日)
時間　午後１時30分～３時30分　会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

職業相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時
会場　中野市地域職業相談室(南宮庁舎)

中野市地域職業相談室
☎（23）4710

交通事故巡回相談 期日　９月19日㈭　時間　午前10時～午後３時
会場　北信合同庁舎

北信地方事務所
☎（22）3111

▼相談日程

長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
（
２
３
５
）
７
４
６
８

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
労
働
者
・
事
業
主
の
方
へ

問
　
長
野
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
者
と

事
業
主
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の

「
あ
っ
せ
ん
」を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

労
使
双
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
例
　
突
然
解
雇
さ
れ
た
、
説

明
も
な
く
時
給
が
下
げ
ら
れ
た
、
配
転
命

令
に
従
業
員
が
従
わ
な
い
｜
な
ど

Ｅ
メ
ー
ル
　roi@

pref.nagano.lg.jp
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w.pref.

nagano.lg.jp/roi/kashokai.htm

　
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務

者
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
借
金
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
面
接
は
予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、
前

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
　
９
月
13
日
㈮

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場
　
長
野
県
長
野
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
長
野
県
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
１
階
）

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

長
野
県
長
野
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６（
２
２
３
）６
７
７
７

問
申

２０１３．９
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長丘小学校　６年高
た か は し

橋　楓
かえで

さん

　
私
の
夢
は
、
農
業
を
や

り
な
が
ら
シ
ェ
フ
に
な
る

こ
と
で
す
。

　
私
の
家
は
農
家
で
、
家

族
み
ん
な
で
果
物
や
野
菜

を
作
っ
て
い
ま
す
。
私
は

自
分
の
家
を
継
い
で
、
お

い
し
い
果
物
や
野
菜
を
作

り
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
「
シ
ェ
フ
に
な

り
た
い
」
と
い
う
の
は
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
で

し
た
。

　
小
学
校
２
年
生
の
時
、

お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ

る
ご
飯
が
す
ご
く
お
い
し

く
て
、
自
分
も
お
い
し
い

ご
飯
を
作
っ
て
、
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん
に
食
べ

て
も
ら
っ
て
「
お
い
し

い
。
」
と
言
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
テ
レ
ビ
で
料
理
を

作
っ
て
い
る
人
を
見
て
、

シ
ェ
フ
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
自
分
の
家
で
作
っ
た
果

物
や
野
菜
を
使
っ
て
、
安

心
で
お
い
し
い
料
理
を
作

り
、
た
く
さ
ん
の
人
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

農業をやりながら
シェフになりたい

夢
No.10１

３０２０１３．９ 広報なかの

▼
中
野
消
防
署
に
は
２
人
の
女
性

救
命
士
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
職

業
に
性
別
の
垣
根
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
男
性
と
同
等
の
体
力
と
精
神

力
が
求
め
ら
れ
る
救
命
士
の
仕
事

は
苦
労
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
彼

女
た
ち
の
活
躍
に
期
待
し
、
彼
女

た
ち
に
憧
れ
女
性
救
命
士
が
増
え

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。（
堀
米
）

▼
め
っ
き
り
夜
の
風
も
涼
し
く
な

り
、
気
付
け
ば
「
秋
」。
ス
ポ
ー
ツ

や
食
欲
の
秋
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

や
は
り
イ
ベ
ン
ト
が
一
番
多
い
の

が
こ
の
時
期
。
毎
週
ど
こ
か
で
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
広
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も
ら
え

れ
ば
幸
い
で
す
。（
芳
澤
）

▼「
私
は
硬
い
の
が
好
き
」「
俺
は
柔

ら
か
い
方
が
い
い
」―
桃
の
時
期
に

な
る
と
必
ず
聞
こ
え
て
く
る
こ
の

会
話
。硬
く
も
柔
ら
か
く
も
、格
別

な
桃
の
味
わ
い
に
、こ
の
時
ば
か
り

は
厳
し
い
夏
の
暑
さ
に
も
あ
り
が

た
み
を
感
じ
る
の
で
し
た
。（
栁
澤
）

面積：１１２．０６㎢
人口：４４，６5１ 人（＋ ２7）
　男　：２１，６０3 人（＋8）
　女　：２3，０４8 人（＋ １9）
世帯数：１5，４２１ 戸（＋ ２１）
【平成 ２5 年8月１日現在】
（　）は前月比、平成 ２２ 年
国勢調査を基に推計

編
集
後
記
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